
Ａｄｖａｎｃｅ ＣＡＤ

CADAM インタフェース 
ユーザーズマニュアル

Advance CAD software version 20



Advance CAD  オプショナルソフトウェア

CADAM インタフェース　ユーザーズ 　マニュアル

Advance CAD software version 20

2012 年  11 月 2 日 第 1版

Copyright © 1986-2012 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

〒 141-8522  東京都品川区大崎１－ 2 － 2  アートヴィレッジ大崎  セントラルタワー

本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止します。
本書の内容に関しては将来予告無しに変更することがあります。
本書は将来の開発による変更を前提としています。本書は現時点でできる限り正確に記述するよ
う心がけました。しかし弊社は提供した資料に基づくいかなる損害の責任も負いません。また将
来の開発により生ずる変更によるいかなる損害についても責任を負いません。

Solaris, OpenWindows, NFS は、米国における米国 Oracle 社の商標または登録商標です。

SPARC は、米国における米国 SPARC International,Inc. の商標です。

UNIX は、米国 X/Open Company Ltd. が独占的な使用許諾を有する米国登録商標です。

MS, MS-DOS, Windows、Windows NT、Windows 2000、Windows XP、Windows Vista、Win-
dows 7、Visual C++ および Microsoft は Microsoft Corporation の商標または登録商標です。

SolidWorks および SolidWorks のロゴは SolidWorks 社の登録商標です。

FlexNet Publisher は FLEXERA SOFTWARE 社の登録商標です。

libtiff の著作権は以下のとおりです。
Copyright (c) 1988-1996 Sam Leffler
Copyright (c) 1991-1996 Silicon Graphics, Inc.
各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。



はじめに

本書は Advance CAD システム CADAM インタフェースオプショナルソフトウェアの使用方法につ

いて記述します。

● 技術的なお問い合わせ先

Advance CAD の技術的なご質問は下記で受付けております。
Advance CAD ソフトウェア保守契約に加入されているお客様に限らせていただきます。

--------- Advance CAD ホットラインサービス -------------------------------------
電話番号 : 03-5434-0095
FAX 番号 : 03-5434-0056
E-mail : acad_support@ctc-g.co.jp

--------------------------------------------- 受付時間 ： 平日 9:00 ～ 17:30 --

●
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第 1 章 CADAM インタフェース

Advance CAD では、Advance CAD と Regular CADAM および Micro CADAM 間の双方向のデータ変換機能

を用意しています。
本書では、CADAM 社 CADAM システムの図面ファイルを Advance CAD システムで読み込む方法と、

Advance CAD システムのモデルを CADAM システムで読み込む方法について記述します。

最初に、データ交換の手順を簡単に説明します。
手順にあらわれる DBCOPY はデータ交換用プログラムです。

詳しくは、本章の 『1.6 CADAM 側の変換プログラム』を参照してください。
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第 1 章 CADAM インタフェース
1.1 Micro CADAM とのインターフェース

● Micro CADAM から Advance CAD への変換

(1) : CADAM DB 読込み フロッピーで変換します。
(2) : CADAM DB 読込み DB ファイルで変換します。
(3) : CADAM DB 読込み DOS ファイルで変換します。
DMNDOS : 図面データを OS のコマンドで扱えるように DOS ファイル化するプログラムで、Micro 

CADAM のユーティリティです。 
このプログラムで作成される DOS ファイルは、MC-W とのデータ交換にも使用できます。

注 ). ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
  2 CADAM インタフェース　ユーザーズ　マニュアル (Advance CAD Version 20)



1.1  Micro CADAM とのインターフェース   
● Advance CAD から Micro CADAM への変換

(1) : CADAM DB 書込み フロッピーで変換します。
(2) : CADAM DB 書込み DOS ファイルで変換します。
DMNDWG : DOS ファイルを図面データに変換するプログラムで、Micro CADAM のユーティリティです。 

このプログラムで使用される DOS ファイルは、MC-W とのデータ交換にも使用できます。

注 ). ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
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第 1 章 CADAM インタフェース
1.2 MC-W とのインターフェース

●  MC-W から Advance CAD への変換

(1) : CADAM DB 読込み MC-W で変換します。 
MC-W と Advance CAD がディスクを共有で使用できる場合にこのコマンドが使用できます。

(2) : CADAM DB 読込み DOS ファイルで変換します。

補足 ) Micro CADAM とのインターフェースのためにつぎのコマンドを用意
しています。

CADAM 読込み。
CADAM DB 読込み フロッピー。

DMNDOS : 図面データを OS のコマンドで扱えるように DOS ファイル化するプログラムで、MC-W の
ユーティリティです。このプログラムで作成される DOS ファイルは、Micro CADAM との
データ交換にも使用できます。

注 1) MCADAMX.SYS 
注記の処理を Regular CADAM にあわせるようにしてください。

RCSSR=1,2,3,4,7,8,9

この指定がない場合、注記の描画位置が異なります。
注 2) ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
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1.2  MC-W とのインターフェース   
● Advance CAD から MC-W への変換

(1) : CADAM DB 書込み MC-W で変換します。 
MC-W と Advance CAD がディスクを共有で使用できる場合にこのコマンドが使用できます。

(2) : CADAM DB 書込み DOS ファイルで変換します。

補足 ) Micro CADAM とのインターフェースのためにつぎのコマンドを用意
しています。

CADAM 書込み。
CADAM DB 書込み フロッピー。

DMNDWG : DOS ファイルを図面データに変換するプログラムで、MC-W のユーティリティです。このプ
ログラムで使用される DOS ファイルは、Micro CADAM とのデータ交換にも使用できます。

注 1) MCADAMX.SYS 
注記の処理を Regular CADAM にあわせるようにしてください。

RCSSR=1,2,3,4,7,8,9

この指定がない場合、注記の描画位置が異なります。
注 2) ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
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第 1 章 CADAM インタフェース
1.3 Regular CADAM とのインタフェース

● Regular CADAM から Advance CAD への変換

(1) : CADAM DB 読込みで変換します。
NURESTOR : 図面データのバックアップをとるためのプログラムで、Regular CADAM のユーティリティ

です。

注 ). ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
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1.3  Regular CADAM とのインタフェース    
● Advance CAD から Regular CADAM への変換

(1) : CADAM DB 書込みで変換します。

rcadammt : NURESTOR イメージファイルを磁気テープにコピーするプログラムです。(CTC が提
供します。)

DBCOPY : データ変換プログラムです。CTC が提供します。
NURESTOR : 図面データのバックアップをとるためのプログラムで、Regular CADAM のユーティ

リティです。

注 1) NURESTOR イメージは、Regular CADAM Rel 20.x のフォーマットで作成します。

注 2) ファイル転送できない場合は、共有の媒体でデータを受け渡ししてください。
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第 1 章 CADAM インタフェース
1.4 CADAM ソフトウェアバージョン

データ交換できる CADAM のバージョンは以下のとおりです。

CADAM バージョン 直接変換 備考

単精度 倍精度

Micro CADAM (MS/DOS 版 )

Ver 1.4x, 1.5x ○ －

V1.6x, 1.7x ○ －

V1.8x ○ －

Micro CADAM (OS/2 版 )

Ver 2.0x ○ －

Ver 2.1x ○ ○

Ver 2.2x ○ ○

MC-W

Ver 2.2x ○ ○

Ver 3.1x － ○

MC Helix

V4R1, V4R2 － ○

V5R1, V5R2 ○

Regular CADAM

Rel 19.x ○ － DB 書込は不可

Rel 20.x, 21.x ○ ×
  8 CADAM インタフェース　ユーザーズ　マニュアル (Advance CAD Version 20)



1.5  Advance CAD 側の変換コマンド   
1.5 Advance CAD 側の変換コマンド

Advance CAD には CADAM とのインターフェースのために次の２つのコマンドが用意されています。

これらのコマンドは CADAM インターフェース購入のお客様のみ使用できます。

CADAMDB 読み込み

Regular CADAM の NURESTOR で作成されたデータ及び Micro CADAM のドローイングデータを

読み込むコマンドです。
 ( Regular CADAM Rel. 21.x 倍精度データは変換不可。)

CADAMDB 書き込み

Regular CADAM の NURESTOR イメージ及び Micro CADAM のドローイングデータを作成するコ

マンドです。
( Regular CADAM の NURESTOR イメージは Rel. 20.x 対応です。)
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1.6 CADAM 側の変換プログラム

以下のプログラムは、Regular CADAM インターフェース購入のお客様にのみ提供いたします。

変換プログラムはソースコードレベルで提供しています。実行モジュール作成のため、コンパイル／リ
ンクしてください。詳細は、Regular CADAM 第３章をご覧ください。

Regular CADAM の場合

(1) プログラム DBCOPY

Advance CAD で作成した NURESTOR イメージをホスト計算機にファイル転送したときホ

スト側で転送されたファイルを NURESTOR イメージに変換します。

(2) プログラム提供媒体

オープンリール 磁気テープ 1600BPI Non_Label
フロッピーディスク 2HD DOS フォーマット
  10 CADAM インタフェース　ユーザーズ　マニュアル (Advance CAD Version 20)



1.7  概念の対応  
1.7 概念の対応

Advance CAD のモデルと CADAM のドローイングデータとの間にはシステム設計上の相異があります。

以下に、おもな概念の対応を説明します。

● Advance CAD のピクチャ
Advance CAD のピクチャは、CADAM のビューに変換します。

ビュー名には、ピクチャ名の先頭の２文字を割り当てます。

● Advance CAD のシンボル

名前が Sttt-sss(ttt: テーブル番号，sss: シンボル番号 ) で作成されている Advance CAD のシンボル

は、CADAM のシンボルに変換します。図形要素に展開して変換することもできます。
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第 1 章 CADAM インタフェース
その他の名前で作成されたシンボルは、図形要素に展開して変換します。

● CADAM のビュー

CADAM のビューは、Advance CAD のピクチャに変換します。

ピクチャ名には、ビュー名の先頭の２文字を割り当てます。

● CADAM のディティール ( 子図 )
  12 CADAM インタフェース　ユーザーズ　マニュアル (Advance CAD Version 20)



1.7  概念の対応  
CADAM のディテールは、Advance CAD のサブモデルに変換します。

● CADAM のシンボルテーブル

CADAM のシンボルを Advance CAD のシンボルに変換する場合は、CADAM のシンボルテーブル

をあらかじめ変換しておく必要があります。
名前が SYMTBxxx のドローイングデータを変換すれば、シンボルテーブルを変換できます。

シンボルを図形要素に展開して変換することもできます。ただし、Regular CADAM の

NURESTOR で作成したデータは、図形要素へは展開できません。
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2.1  準備  
第 2 章 Advance CAD のコマンド

2.1 準備

Advance CAD のデフォルト設定ファイル ACAD.SET に以下の設定があることを確認

して下さい。
もしなければ、ファイル ACAD.SET に次のキーワードを追加してください。

#CADAM:DB_M#   "/usr/acad/files/"        !.DBX! Micro   CADAM Drawing File
#CADAM:DB_R#   "/usr/acad/files/"        !.DBX! Regular CADAM Drawing File
#CADAM:TABLE#  "/usr/acad/maint/"        !.COD! Conversion Parameter Table File
#CADAM:WORK#   "/usr/acad/work/"         !.WRK! Work File
#CADAM:DITTO#  "/usr/acad/files/ditto/"  !.MDL! CADAM Detail File
#CADAM:DOS#    "/usr/acad/files/"        !.DOS! Micro CADAM DOS File
#CADAM:SYMBOL# "/usr/acad/files/symbol/" !.SYM! Micro CADAM Symbol File
#CADAM:SYMTBL# "/usr/acad/files/symbol/" !.SYM! CADAM Symbol File
#FLOPPY#       "/dev/fd0c"                      Floppy Disk Device Name

#CADAM:DB_M# : Micro CADAM の図面ファイルを格納するディレクトリ名とファイル
拡張子を指定する。

#CADAM:DB_R# : Regular CADAM の図面ファイルを格納するディレクトリ名とファイ
ル拡張子を指定する。

#CADAM:TABLE# : データ変換で使用する各種テーブルファイルを格納するディレク
トリ名とファイル拡張子を指定する。各種テーブルファイルにつ
いては、Appendix C, D を参照してください。

#CADAM:WORK# : 変換時に使用する作業ファイルを格納するディレクトリ名とファ
イル拡張子を指定する。このキーワードは省略可能。省略した場
合は起動ディレクトリを使用する。

#CADAM:DITTO# : CADAM のディテールを変換したサブモデルを格納するディレクトリ
名とファイル拡張子を指定する。このキーワードは省略可能。省
略した場合は、キーワード #MODEL# を使用する。

#CADAM:DOS# : Micro CADAM / MC-W の DOS ファイルを格納するディレクトリ名と 
ファイル拡張子を指定する。

#CADAM:SYMBOL# :  Micro CADAM の図面データ内にあるユーザ定義シンボルを変換し
たシンボルを一時的に格納するディレクトリ名とファイル拡張子
を指定する。このキーワードは省略可能。省略した場合は、キー
ワード #SYMBOL# を使用する。

#CADAM:SYMTBL# : DB 読込みでシンボル処理を『既存』(Regular は常にこの状態 )を
選択したとき、ユーザ定義・フォントシンボルが格納されている
ディレクトリ名とファイル拡張子を指定する。このキーワードは
省略可能。 
省略した場合は、キーワード #SYMBOL# を使用する。

#FLOPPY# : フロッピーディスクの装置名を指定する。 
このキーワードの設定については、以下を参照してください。

2.2 コマンド

● コマンド一覧

メニュー表示 コマンド 機能

CADAMDB 読込
CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 15



第 2 章 Advance CAD のコマンド
2.2.1 CADAM DB 読み込み

2.2.1.1 CADAM DB 読み込み Micro

● Micro CADAM の図面データファイルを Advance CAD へ読み込む

新規モード NEW
追加モード ADD
オーバーレイ OVERLAY
入力ビュー RDVIEW
格納先 ＰＩＣ WRPIC
ディテール名 DETAIL
サブモデル名 SUBMDLNAM
シンボル処理
図面ファイル
DB ファイル FILNAME
DOS ファイル DOSFILE
フロッピー FLOPPY
  グループ名 GRPNAME
  ユーザ名 USRNAME
  図面名 DRAWLIST
  全図面 ALL
  終了 EJECT

シンボル処理メニュー
シンボル処理
  展開 SEXPD
  シンボル SNORM
    既存 USESYM
    作成 MAKSYM

前頁

  Micro CADAMDB/READM Micro CADAM DB 読み込み

  MC-W CADAMDB/READX MC-W DB 読み込み

  Regular_I CADAMDB/READI Regular CADAM DB 読み込み ( ホスト計算機が IBM)

  Regular_F CADAMDB/READF Regular CADAM DB 読み込み ( ホスト計算機が FACOM)

CADAMDB 書込

  Micro CADAMDB/WRITEM Micro CADAM DB 書き込み

  MC-W CADAMDB/WRITEX MC-W DB 書き込み

  Regular_I CADAMDB/WRITEI Regular CADAM DB 書き込み ( ホスト計算機が IBM)

  Regular_F CADAMDB/WRITEF Regular CADAM DB 書き込み ( ホスト計算機が FACOM)

疑似操作

  副座標 CADAM/ORIGIN CADAM の副座標処理を疑似的に実行する

メニュー表示 コマンド 機能
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2.2  コマンド  
【構文】

※ mediaword は入力形態を参照。

※ detlword は変換モデルデータの選択を参照。

※ symword はシンボル処理を参照。

変換データの入力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 入力方法のファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

変換するファイルをつぎのいずれかで指示する。
FILNAME file : 変換する DB ファイル名を入力する。
DOSFILE file : 変換する DOS ファイル名を入力する。

d : 変換する DOS ファイル名をピックする。
s : 変換する DOS ファイル名を番号で指定する。

FLOPPY : フロッピーの図面データを入力する。

フロッピーで図面データを入力するときに名称を指示する。
GRPNAME group : グループ名を入力する。

d : グループ名をピックする。
USRNAME user : ユーザ名を入力する。

d : ユーザ名をピックする。

図面名の名称を指示する。
DRAWLIST : 変換する図面名を入力する。ワイルドカードの指定ができる。

d : 変換する図面名をピックする。 
図面名→モデル名変換テーブル (MCADAMACAD_MODEL.COD) に図面名が定
義されている場合は、複数の図面を指示できる。

s : 変換する図面名を番号で指定する。
ALL : 全図面を変換する。図面名→モデル名 変換テーブルが必要。

変換モードをつぎのいずれかで指示する。
NEW : モデルを新規開始してから CADAM ファイルを読込む。( 省略時 )
ADD : 現在作業中のモデル上に CADAM ファイルを読込む。
OVERLAY : 現在作業中のモデルに追加読込みする。 

最初の読込みは作図情報のある図面データを新規モードで読込み、その図面データ
とオーバーレイされている図面データをオーバーレイモードで読込む。

例． 次の５つの図面データがオーバーレイされている場合の読込み
A1  作図情報あり → 新規モードで最初に読込む
A2    〃    なし → オーバーレイモードで読込む

NEW

ADD

OVERLAY

CADAMDB/READM mediaword detlword
ERRONN

ERROFF

symword <CE> EJECT

FILNAME  file

DOSFILE file

d

s

group

d

FLOPPY GRPNAME

user

d

USRNAME DRAWLIST

d

s

ALL
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第 2 章 Advance CAD のコマンド
A3    〃     〃  →         〃
A4    〃     〃  →         〃
A5    〃     〃  →         〃

変換の入力形態と変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
detlword : 入出力詳細のファイル形態を選択する。

【detlword 部分の構文】

読み込むビューを指示する。
RDVIEW view : 読み込むビュー名を指定する。省略するか 0 を指示すると、すべてのビューの

データを読込む。

読み込み先のピクチャを指示する。
WRPIC s : 格納先のピクチャ番号を指定する。省略するか 0 を指示すると、ビュー番号に空

いているピクチャ番号を割り当て、データを格納する。

ディテールに付けるサブモデル名を指定する。
DETAIL file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。指定された名前にディ

テール番号 (3 桁 0埋 )を付加した名前が実際のサブモデル名になる。省略すると
'D' になる。
例 ) D002( ディテール番号 2 のサブモデル名 ) 

SUBMDLNAM file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。(既定値 )子図をまと
めて１つのサブモデルにする。 
子図番号は、サブモデルのピクチャ番号に相当する。 
サブモデル名の既定値は 'DSUB'。

エラーの情報を残すかどうか指示する。
ERRONN : 変換できない要素があった場合それらの情報をファイルに出力する。ファイル名は

中間ファイル名の拡張子を '.ERR' にした名前。
ERROFF : 変換できない要素があっても、それらの情報をファイルに出力しない。

シンボル処理をつぎのいずれかで指示する。
symword : ユーザ定義のシンボルの処理を指示する。

【symword 部分の構文】

シンボルの変換方法を指示する。
SEXPD : ユーザ定義シンボルを図形要素に展開して変換する。(省略時 ) 

ただし、Micro CADAM でシンボルが△印で表示されている場合は変換できない。
SNORM : ユーザ定義シンボルをシンボルに変換する。

ユーザ定義シンボルをシンボルに変換するときにつぎのいずれかを指示する。

DETAIL file

SUBMDLNAM file
[ RDVIEW view ]  [ WRPIC s ]

SEXPD

SNORM
USESYM

MAKSYM
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2.2  コマンド  
USESYM : すでに存在するシンボルを配置する。 
ACAD.SET のキーワード #CADAM:SYMTBL# に格納されているシンボルを参照する。
#CADAM:SYMTBL# がない場合は、#SYMBOL# を参照する。

MAKSYM : シンボルを新規に作成し、配置する。 
図面ファイルの中にユーザ定義シンボルの図形データがない場合 (Micro CADAM で
シンボルが△印で表示されている場合 ) は変換できない。ACAD.SET のキーワード
#CADAM:SYMBOL# に作成する。 
#CADAM:SYMBOL# がない場合には、#SYMBOL# に作成する。

フロッピーからの直接読込みを終了する。
EJECT : フロッピーを装置から取り出す。

注 ). 複数図面の一括読込みを行う場合
• 読込みは、新規モード (NEW), すべてのビューの読込み (RDVIEW 0), それぞれのピクチャに格 

納 (WRPIC 0) で行います。

• ディテールの処理は、ディテール名 (DETAIL) を指示した場合にサブモデル名は、

model_name_Dxxx( モデル名の後に "_Dxxx" を付ける ) となります。 

サブモデル名 (SUBMDLNAM) を指示した場合にサブモデル名は、model_name_D( モデル名の

後に "_D" を付ける ) となります。

● CADAM DB 読み込み Micro で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DB_M# : 図面データファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:DOS# : Micro CADAM の DOS ファイルのディレクトリ名と拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:DITTO# : ディテールを変換したサブモデルのディレクトリと拡張子を指定する。指定がない

場合、#MODEL# を使用する。
#CADAM:SYMBOL# : ユーザ定義シンボルを変換したシンボルのディレクトリと拡張子を指定する。指定

がない場合、#SYMBOL# を使用する。
#CADAM:SYMTBL# : シンボル処理で『既存』を選択した場合、ユーザ定義・フォントシンボルのディレ

クトリ名と拡張子を指定する。指定がない場合は、#SYMBOL# を使用する。
#FLOPPY# : フロッピーディスクの装置名を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Micro CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル   (MCADAMACAD_LINE)
Micro CADAM → Advance CAD 矢印変換テーブル         (MCADAMACAD_ARROW)
Micro CADAM → Advance CAD シンボル変換テーブル     (MCADAMACAD_SYMBOL)
Micro CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブル       (MCADAMACAD_MODEL)
Micro CADAM → Advance CAD 変換パラメータ           (MCADAMACAD_PARAM)
Micro CADAM → Advance CAD 外字変換テーブル         (SHIFTJIS_EXTEND)
Micro CADAM → Advance CAD ピクチャ割り当てテーブル (MCADAMACAD_PIC)

がある。テーブルの詳細については Appendix C 参照のこと。

【補足】
次の指定で変換したときだけプロット情報が図面配置情報に変換される。

NEW 新規モード
RDVIEW  0 すべてのビューのデータを読込み
WRPIC   0 それぞれのピクチャに格納

2.2.1.2 CADAM DB 読み込み MC-W

● MC-W の図面データを Advance CAD の図面データに変換する

新規モード NEW
追加モード ADD
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第 2 章 Advance CAD のコマンド
オーバーレイ OVERLAY
入力ビュー RDVIEW
格納先 ＰＩＣ WRPIC
ディテール名 DETAIL
サブモデル名 SUBMDLNAM
シンボル処理
図面ファイル
DB ファイル FILNAME
DOS ファイル DOSFILE
フロッピー FLOPPY
MC-W MC_X
  グループ名 GRPNAME
  ユーザ名 USRNAME
  図面名 DRAWLIST
  全図面 ALL
  終了 EJECT

シンボル処理メニュー
  シンボル処理
    展開 SEXPD
    シンボル SNORM
    既存 USESYM
    作成 MAKSYM
  前頁

【構文】

※ mediaword は入力形態を参照。

※ detlword は変換モデルデータの選択を参照。

※ symword はシンボル処理を参照。

変換データの入力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 入力方法のファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

入力方法のファイル形態をつぎのいずれかで指示する。
DOSFILE file : DOS ファイルの形態で図面データを入力する。名称を入力する。
FLOPPY : フロッピーの図面データを入力する。
MC_X : MC-W のデータベースの形態で図面データを入力する。

フロッピーや MC-W のデータベースの形態で図面データを入力するときに名称を指示する。

PARTNAME part : MC-W のドライブ名を入力する。

NEW

ADD

OVERLAY

CADAMDB/READX mediaword detlword
ERRONN

ERROFF

symword <CE> EJECT

DOSFILE file
d

s

GRPNAME USRNAME DRAWLIST draw

FLOPPY GRPNAME USRNAME

user

d

group

d

user

d

group

d

d

s

ALL

MC_X PARTNAME

part

d
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2.2  コマンド  
         d : MC-W のドライブ名をピックする。
GRPNAME group : グループ名を入力する。
         d : グループ名をピックする。
USRNAME user : ユーザ名を入力する。
         d : ユーザ名をピックする。

図面名を指示する。
DRAWLIST draw : 変換する図面名を入力する。ワイルドカードの指定ができる。

d : 変換する図面名をピックする。
s : 変換する図面名を番号で指定する。
ALL : 全図面を変換する。図面名→モデル名変換テーブルが必要。

変換モードをつぎのいずれかで指示する。
NEW : モデルを新規開始してからファイルを変換する。(省略時 )
ADD : 現在作業中のモデル上にファイルを変換する。
OVERLAY : 現在作業中のモデルに追加変換する。 

最初の読込みは作図情報のある図面データを新規モードで読込み、その図面データ
とオーバーレイされている図面データをオーバーレイモードで読込む。

例 ) 次の５つの図面データがオーバーレイされている場合の読込み
A1  作図情報あり → 新規モードで最初に読込む
A2    〃    なし → オーバーレイモードで読込む
A3    〃     〃  →         〃
A4    〃     〃  →         〃
A5    〃     〃  →         〃

変換の入力形態と変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
detlword : 入出力詳細のファイル形態を選択する。

【detlword 部分の構文】

読み込むビューを指示する。
RDVIEW view : 読み込むビュー名を指定する。省略するか 0 を指示すると、すべてのビューの

データを読込む。

読み込み先のピクチャを指示する。
WRPIC s : 格納先のピクチャ番号を指定する。省略するか 0 を指示すると、ビュー番号に空

いているピクチャ番号を割り当て、データを格納する。

ディテールに付けるサブモデル名を指定する。
DETAIL file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。指定された名前にディ

テール番号 (3 桁 0 埋 ) を付加した名前が実際のサブモデル名になる。省略すると 
'D' になる。
例 ) D002( ディテール番号 2 のサブモデル名 ) 

SUBMDLNAM file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。(既定値 ) 
子図をまとめて１つのサブモデルにする。 
子図番号は、サブモデルのピクチャ番号に相当する。 
サブモデル名の既定値は 'DSUB'。

エラーの情報を残すかどうか指示する。
ERRONN : 変換できない要素があった場合それらの情報をファイルに出力する。 

ファイル名は中間ファイル名の拡張子を '.ERR' にした名前。
ERROFF : 変換できない要素があっても、それらの情報をファイルに出力しない。

DETAIL file

SUBMDLNAM file
[ RDVIEW view ]  [ WRPIC s ]
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シンボル処理をつぎのいずれかで指示する。
symword : ユーザ定義のシンボルの処理を指示する。

【symword 部分の構文】

シンボルの変換方法を指示する。
SEXPD : ユーザ定義シンボルを図形要素に展開して変換する。(省略時 )ただし、MC-W でシ

ンボルが△印で表示されている場合は変換できない。
SNORM : ユーザ定義シンボルをシンボルに変換する。

ユーザ定義シンボルをシンボルに変換するときにつぎのいずれかを指示する。
USESYM : すでに存在するシンボルを配置する。 

ACAD.SET のキーワード #CADAM:SYMTBL# に格納されているシンボルを参照する。
#CADAM:SYMTBL# がない場合は、#SYMBOL# を参照する。

MAKSYM : シンボルを新規に作成し、配置する。 
図面ファイルの中にユーザ定義シンボルの図形データがない場合 (MC-W でシンボル
が△印で表示されている場合 ) は変換できない。 
ACAD.SET のキーワード #CADAM:SYMBOL# に作成する。 
#CADAM:SYMBOL# がない場合には、#SYMBOL# に作成する。

フロッピーからの直接読込みを終了する。
EJECT : フロッピーを装置から取り出す。

● CADAM DB 読み込み MC-W で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DOS# : Micro CADAM の DOS ファイルのディレクトリ名と拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:DITTO# : ディテールを変換したサブモデルのディレクトリと拡張子を指定する。指定がない

場合、#MODEL# を使用する。
#CADAM:SYMBOL# : ユーザ定義シンボルを変換したシンボルのディレクトリと拡張子を指定する。指定

がない場合、#SYMBOL# を使用する。
#CADAM:SYMTBL# : シンボル処理で『既存』を選択した場合、ユーザ定義・フォントシンボルのディレ

クトリ名と拡張子を指定する。指定がない場合は、#SYMBOL# を使用する。
#FLOPPY# : フロッピーディスクの装置名を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Micro CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル   (MCADAMACAD_LINE)
Micro CADAM → Advance CAD 矢印変換テーブル         (MCADAMACAD_ARROW)
Micro CADAM → Advance CAD シンボル変換テーブル     (MCADAMACAD_SYMBOL)
Micro CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブル       (MCADAMACAD_MODEL)
Micro CADAM → Advance CAD 変換パラメータ           (MCADAMACAD_PARAM)
Micro CADAM → Advance CAD 外字変換テーブル         (SHIFTJIS_EXTEND)
Micro CADAM → Advance CAD ピクチャ割り当てテーブル (MCADAMACAD_PIC)

がある。テーブルの詳細については Appendix C 参照のこと。

【補足】
次の指定で変換したときだけプロット情報が図面配置情報に変換される。

NEW 新規モード

SEXPD

SNORM
USESYM

MAKSYM
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RDVIEW  0 すべてのビューのデータを読込み
WRPIC   0 それぞれのピクチャに格納

2.2.1.3 CADAM DB 読み込み Regular_l

● Regular CADAM( ホスト計算機が IBM) の図面データファイルを Advance CAD へ読み   

込む

新規モード NEW
追加モード ADD
オーバーレイ OVERLAY
入力ビュー RDVIEW
格納先 ＰＩＣ WRPIC
ディテール名 DETAIL
サブモデル名 SUBMDLNAM
文字間隔 HRATIO
行間隔 VRATIO
図面名一覧 DRAWLIST
全図面 ALL
エラー出力
  する ERRONN
  ない ERROFF

【構文】

※ detlword は変換モデルデータの選択を参照。

データベースのファイル名を指示する。
file : 図面データファイル名を入力する。ワイルドカード指定ができる。補足の (3) 複

数図面一括読込みを参照。

図面名、および変換後のモデル名の一覧を表示するかどうかを指示する。
DRAWLIST s : 図面データファイルに格納されている図面名および変換後のモデル名の一覧を表示

する。 
補足の (3) 複数図面一括読込みを参照。

ALL : 全図面を変換する。図面名→モデル名変換テーブルが必要。

☆シンボルテーブルを変換する場合は、変換する図面名を選択した直後にシンボルテーブル番号と
シンボル番号の初期値を "SYMTBttt,sss" の形式で入力する。

ttt : テーブル番号
sss : シンボル番号

図面に表示されている図面名が "SYMTBttt,sss" にかわる。

注 ). 図面名変換テーブルは使用しないこと。

変換モードをつぎのいずれかで指示する。
NEW : モデルを新規開始してからファイルを変換する。(省略時 )
ADD : 現在作業中のモデル上にファイルを変換する。

NEW

ADD

OVERLAY

CADAMDB/READI file detlword

HRATIO s

VRATIO s
<CE>

DRAWLIST s

ALL
ERRONN

ERROFF

*
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OVERLAY : 現在作業中のモデルに追加変換する。 
最初の読込みは作図情報のある図面データを新規モードで読込み、その図面データ
とオーバーレイされている図面データをオーバーレイモードで読込む。

例． 次の５つの図面データがオーバーレイされている場合の読込み
A1  作図情報あり → 新規モードで最初に読込む
A2    〃    なし → オーバーレイモードで読込む
A3    〃     〃  →         〃
A4    〃     〃  →         〃
A5    〃     〃  →         〃

変換の入力形態と変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
detlword : 入出力詳細のファイル形態を選択する。

【detlword 部分の構文】

読み込むビューを指示する。
RDVIEW view : 読み込むビュー名を指定する。省略するか 0 を指示すると、すべてのビューの

データを読込む。

読み込み先のピクチャを指示する。
WRPIC s : 格納先のピクチャ番号を指定する。省略するか 0 を指示すると、ビュー番号に空

いているピクチャ番号を割り当て、データを格納する。

ディテールに付けるサブモデル名を指定する。
DETAIL file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。指定された名前にディ

テール番号 (3 桁 0埋 )を付加した名前が実際のサブモデル名になる。省略すると
'D' になる。
例 ) D002( ディテール番号 2 のサブモデル名 ) 

SUBMDLNAM file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。(既定値 ) 
子図をまとめて１つのサブモデルにする。 
子図番号は、サブモデルのピクチャ番号に相当する。 
サブモデル名の既定値は、'DSUB'。

文字／行の間隔を指示する。
HRATIO s : 文字間隔を文字高さに対する比率 ( 文字間隔÷文字高さ ) で指定する。省略した場

合は、1.0 。
VRATIO s : 行間隔を文字高さに対する比率 ( 行間隔÷文字高さ ) で指定する。省略した場合

は、1.5 。

エラーの情報を残すかどうか指示する。
ERRONN : 変換できない要素があった場合それらの情報をファイルに出力する。ファイル名は

中間ファイル名の拡張子を '.ERR' にした名前。
ERROFF : 変換できない要素があっても、それらの情報をファイルに出力しない。

● CADAM DB 読み込み Regular_l で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DB_R# : 図面データファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:DITTO# : ディテールを変換したサブモデルのディレクトリと拡張子を指定する。指定がない

場合、#MODEL# を使用する。

DETAIL file

SUBMDLNAM file
[ RDVIEW view ]  [ WRPIC s ]
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2.2  コマンド  
#CADAM:SYMTBL# : ユーザ定義・フォントシンボルのディレクトリ名と拡張子を指定する。指定がない
場合は、#SYMBOL# を使用する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Regular CADAM → Advance CAD 1 バイトコード変換テーブル (RCADAMACAD_CODE)
Regular CADAM → Advance CAD 2 バイトコード変換テーブル (IBM_KANJI)
Regular CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル    (RCADAMACAD_LINE)
Regular CADAM → Advance CAD 矢印変換テーブル          (RCADAMACAD_ARROW)
Regular CADAM → Advance CAD シンボル変換テーブル      (RCADAMACAD_SYMBOL)
Regular CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブル        (RCADAMACAD_MODEL)
Regular CADAM → Advance CAD 変換パラメータ            (RCADAMACAD_PARAM)
Regular CADAM → Advance CAD 1 バイトトレランスコード変換テーブル 
                                                       (RCADAMACAD_TCODE)
Regular CADAM → Advance CAD 2 バイト外字コード変換テーブル
                                                       (IBM_KANJI_EXTEND)
Regular CADAM → Advance CAD ピクチャ割り当てテーブル  (RCADAMACAD_PIC)

がある。テーブルの詳細については Appendix C 参照のこと。

【補足】
(1) 次の指定で変換したときだけプロット情報が図面配置情報に変換される。
NEW 新規モード
RDVIEW  0 すべてのビューのデータを読込み
WRPIC   0 それぞれのピクチャに格納

(2) 複数図面一括読み込み
入力図面データファイル内に複数の図面が格納されている場合、それらを一括して読込むことが
できる。この機能を使うには、Regular CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブルが必要にな

る。このテーブルファイルがない場合は、一括読込みはできない。

注 ). 複数図面の一括読込みを行う場合
• 読込みは、新規モード (NEW), すべてのビューの読込み (RDVIEW 0), それぞれのピクチャに格 

納 (WRPIC 0) で行います。

• ディテールの処理は、ディテール名 (DETAIL) を指示した場合にサブモデル名は、

model_name_Dxxx( モデル名の後に "_Dxxx" を付ける ) となります。 

サブモデル名 (SUBMDLNAM) を指示した場合にサブモデル名は、model_name_D( モデル名の

後に "_D" を付ける ) となります。

データ変換する図面名をピックする。ピックした図面名のデータが変換されモデルファイルに格納
される。ピックした直後にモデル名を入力するとモデル名を変更することができる。変換する図面
名は BOX で囲われて表示される。BOX で囲われている図面名をピックすると変換の取り消しにな

る。
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第 2 章 Advance CAD のコマンド
表示画面の例

この例の場合、図面 DRAW001, DRAW002, DRAW003 が変換されてモデル MODEL001,MODEL002, 
MODEL003 にそれぞれ格納されます。

2.2.1.4 CADAM DB 読み込み Regular_F

● Regular CADAM( ホスト計算機が FACOM) の図面データファイルを Advance CAD へ   

読み込む

新規モード NEW
追加モード ADD
オーバーレイ OVERLAY
入力ビュー RDVIEW
格納先 ＰＩＣ WRPIC
ディテール名 DETAIL
サブモデル名 SUBMDLNAM
文字間隔 HRATIO
行間隔 VRATIO
図面名一覧 DRAWLIST
全図面 ALL
エラー出力
  する ERRONN
  ない ERROFF

【構文】

※ detlword は変換モデルデータの選択を参照。

データベースのファイル名を指示する。

NEW

ADD

OVERLAY

CADAMDB/READF file detlword

HRATIO s

VRATIO s
<CE>

DRAWLIST s

ALL
ERRONN

ERROFF

*
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2.2  コマンド  
file : 図面データファイル名を入力する。ワイルドカード指定ができる。 
補足の (3) 複数図面一括読込みを参照。

図面名、および変換後のモデル名の一覧を表示するかどうかを指示する。
DRAWLIST s : 図面データファイルに格納されている図面名および変換後のモデル名の一覧を表示

する。 
補足の (3) 複数図面一括読込みを参照。

ALL : 全図面を変換する。図面名→モデル名変換テーブルファイルが必要。

☆ シンボルテーブルを変換する場合は、変換する図面名を選択した直後にシンボルテーブル番号とシンボル番
号の初期値を "SYMTBttt,sss" の形式で入力する。

ttt : テーブル番号
sss : シンボル番号

図面に表示されている図面名が "SYMTBttt,sss" にかわる。

注 ） 図面 m 名変換テーブルは使用しないこと。

変換モードをつぎのいずれかで指示する。
NEW : モデルを新規開始してからファイルを変換する。(省略時 )
ADD : 現在作業中のモデル上にファイルを変換する。
OVERLAY : 現在作業中のモデルに追加変換する。 

最初の読込みは作図情報のある図面データを新規モードで読込み、その図面データ
とオーバーレイされている図面データをオーバーレイモードで読込む。

例． 次の５つの図面データがオーバーレイされている場合の読込み
A1  作図情報あり → 新規モードで最初に読込む
A2    〃    なし → オーバーレイモードで読込む
A3    〃     〃  →         〃
A4    〃     〃  →         〃
A5    〃     〃  →         〃

変換の入力形態と変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
detlword : 入出力詳細のファイル形態を選択する。

【detlword 部分の構文】

読み込むビューを指示する。
RDVIEW view : 読み込むビュー名を指定する。省略するか 0 を指示すると、すべてのビューの

データを読込む。

読み込み先のピクチャを指示する。
WRPIC s : 格納先のピクチャ番号を指定する。省略するか 0 を指示すると、ビュー番号に空

いているピクチャ番号を割り当て、データを格納する。

ディテールに付けるサブモデル名を指定する。
DETAIL file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。指定された名前にディ

テール番号 (3 桁 0埋 )を付加した名前が実際のサブモデル名になる。省略すると
'D' になる。
例 ) D002( ディテール番号 2 のサブモデル名 ) 

SUBMDLNAM file : ディテールを変換したサブモデルに付ける名前を指定する。(既定値 ) 
子図をまとめて１つのサブモデルにする。 
子図番号は、サブモデルのピクチャ番号に相当する。 
サブモデル名の既定値は、'DSUB'。

DETAIL file

SUBMDLNAM file
[ RDVIEW view ] [ WRPIC s ]
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文字／行の間隔を指示する。
HRATIO s : 文字間隔を文字高さに対する比率 ( 文字間隔÷文字高さ ) で指定する。省略した場

合は、1.0 。
VRATIO s : 行間隔を文字高さに対する比率 ( 行間隔÷文字高さ ) で指定する。省略した場合

は、1.5 。

エラーの情報を残すかどうか指示する。
ERRONN : 変換できない要素があった場合それらの情報をファイルに出力する。ファイル名は

中間ファイル名の拡張子を '.ERR' にした名前。
ERROFF : 変換できない要素があっても、それらの情報をファイルに出力しない。

● CADAM DB 読み込み Regular_F で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DB_R# : 図面データファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:DITTO# : ディテールを変換したサブモデルのディレクトリと拡張子を指定する。指定がない

場合、#MODEL# を使用する。
#CADAM:SYMTBL : ユーザ定義・フォントシンボルのディレクトリ名と拡張子を指定する。指定がない

場合は、#SYMBOL# を使用する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Regular CADAM → Advance CAD 1 バイトコード変換テーブル (RCADAMACAD_CODE)
Regular CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル    (RCADAMACAD_LINE)
Regular CADAM → Advance CAD 矢印変換テーブル          (RCADAMACAD_ARROW)
Regular CADAM → Advance CAD シンボル変換テーブル      (RCADAMACAD_SYMBOL)
Regular CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブル        (RCADAMACAD_MODEL)
Regular CADAM → Advance CAD 変換パラメータ            (RCADAMACAD_PARAM)
Regular CADAM → Advance CAD 1 バイトトレランスコード変換テーブル 
                                                       (RCADAMACAD_TCODE)
Regular CADAM → Advance CAD 2 バイト外字コード変換テーブル
                                                       (EUC_EXTEND)
Regular CADAM → Advance CAD ピクチャ割り当てテーブル  (RCADAMACAD_PIC)

がある。テーブルの詳細は Appendix C を参照のこと。

【補足】
(1) 次の指定で変換したときだけプロット情報が図面配置情報に変換される。
NEW 新規モード
RDVIEW  0 すべてのビューのデータを読込み
WRPIC   0 それぞれのピクチャに格納

(2) 複数図面一括読込 
入力図面データファイル内に複数の図面が格納されている場合、それらを一括して読込むことができ
る。この機能を使うには、Regular CADAM → Advance CAD 図面名変換テーブルが必要になる。この
テーブルファイルがない場合は、一括読込みはできない。

注 ). 複数図面の一括読込みを行う場合
• 読込みは、新規モード (NEW), すべてのビューの読込み (RDVIEW 0), それぞれのピクチャに格 

納 (WRPIC 0) で行います。

• ディテールの処理は、ディテール名 (DETAIL) を指示した場合にサブモデル名は、

model_name_Dxxx( モデル名の後に "_Dxxx" を付ける ) となります。 

サブモデル名 (SUBMDLNAM) を指示した場合にサブモデル名は、model_name_D( モデル名の

後に "_D" を付ける ) となります。

データ変換する図面名をピックする。ピックした図面名のデータが変換されモデルファイルに格納
される。ピックした直後にモデル名を入力するとモデル名を変更することができる。変換する図面
名は BOX で囲われて表示される。BOX で囲われている図面名をピックすると変換の取り消しにな

る。
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表示画面の例

この例の場合、図面 DRAW001, DRAW002, DRAW003 が変換されてモデル MODEL001,MODEL002, 
MODEL003 にそれぞれ格納されます。

2.2.2 副座標処理コマンド

CADAM の副座標を使って作成した図形データを Advance CAD で扱えるようにします。

副座標の倍率がビューの倍率と異なる場合に使用します。
倍率が同じ場合は、補助座標が使用できます。

● 副座標を利用して作成した図面データを処理する

副座標
  倍率 SCF
  出力ＰＩＣ OUTPIC

【構文】

図形データの倍率を指定する。
SCF s : 倍率を入力する。 

倍率は、分数形式でも入力可能。分子／分母の形式で入力する。 
分子，分母ともに正の整数値で入力のこと。

出力ピクチャを指定する。
OUTPIC s : 出力ピクチャを入力する。 

ピクチャの倍率は、自動的に設定される。 
すでに使用しているピクチャに出力する場合は、倍率が同じときのみ正しく処理す
る。倍率が異なるピクチャには、出力しないこと。 
ページ１に図面配置していれば、出力ピクチャも図面配置する。

図形データを指定する。
ACT : 副座標を利用して作成した図形データをアクティブリストに載せる。

コマンドを実行する。
<CE> : 図形データを処理する。

CADAM/ORIGIN   SCF s   OUTPIC s  ACT   <CE>
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2.2.3 CADAM DB 書き込み

2.2.3.1 CADAM DB 書き込み Micro

● Advance CADの図面データファイルをMicro CADAM の図面データファイルに変換す   

る

現モデル CUR_MDL
モデル名指定 SPC_MDL
  全モデル ALL
  整理 SPC_MDLCMP
ページ番号 PAGE
現ピクチャ CURPIC
ピクチャ番号 OUTPIC
ＵＳＥＡＣＴ USEACT
変換 ＰＡＲＭ CADAMPARAM
図面ファイル
DOS ファイル DOSFILE
  新規 NEW
  追加 ADD
フロッピー FLOPPY
  グループ名 GRPNAME
  ユーザ名 USRNAME
  図面名 DWGNAME
  終了 EJECT

【構文】

※ mediaword は出力形態を参照。

※ mdlword は変換モデルデータの選択を参照。

変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 出力方法のファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

出力方法のファイル形態をつぎのいずれかで指示する。
DOSFILE : 変換結果を DOS ファイルの形態で出力する。
FLOPPY : 変換結果をフロッピーに出力する。

DOS ファイル作成方法をつぎのいずれかで指示する。

NEW : DOS ファイルを新規に作成する。
ADD : 既存の DOS ファイルに追加する。

CADAMDB/WRITEM  mediaword  mdlword  [ CADAMPARAM ]  <CE>  EJECT

DWGNAME draw

DOSFILE file

NEW

ADD

FLOPPY  [GRPNAME group] [USRNAME user]
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DOS ファイルの名称を指示する。

file : DOS ファイルの名称を入力する。

フロッピーに出力するときに名称を指示する。
GRPNAME group : グループ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているグループ名を

使用する。
USRNAME user : ユーザ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているユーザ名を使用

する。

図面名を指示する。
DWGNAME draw : 図面名を入力する。

変換する図面データのモデルをつぎのいずれかで指示する。
mdlword : 変換するモデルデータを選択する。

【mdlword 部分の構文】

変換するモデルデータを選択する。
CUR_MDL : 現在作業中のモデルの図面データを変換する。(省略時 )
SPC_MDL name : 指定したモデル名の図面データを変換する。 

複数のモデル名を指定できる。現在作業中のモデルの図面データは壊れるので注意
すること。ワイルドカードが使用できる。 
指定したモデル名に該当するモデル名および図面名の一覧が画面に表示される。 
表示されたモデルの中から変換するモデル名をピックする。

変換する図面を指示する。
ALL : 指定したモデル全部を変換対象にする。 

この指定を使用する場合は、モデル名→図面名変換テーブルが必要になる。
d : 変換するモデル名をピックする。 

変換対象となるモデル名は BOX で囲まれる。BOX で囲われたモデル名をピックする
と変換の取り消しになる。 
モデル名をピックした直後に図面名を入力すると図面名の設定、または変更が行え
る。

出力ピクチャをつぎのいずれかで指示する。省略すると図面ページ１に配置されているピクチャの
データを出力する。

PAGE s : 指定した図面配置のページ番号に配置されたピクチャの図面データを変換する。図
面枠も変換できる。

CURPIC : 現在作業中のピクチャの図面データを変換する。

OUTPIC s : 指定したピクチャの図面データを変換する。 
0 を指定すると全ピクチャの図面データを変換する。

USEACT : アクティブリストに登録した図面データを変換する。

変換するときのパラメータを設定する。
CADAMPARAM : 図面ファイルに書込むときのパラメータを設定、または変更する。 

画面に表示される項目からいずれかを選ぶ。 
選択されたものは BOX で囲まれる。 

CUR_MDL

SPC_MDL name [SPC_MDLCMP

ALL

d

PAGE   s

CURPIC

OUTPIC s

USEACT
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１度だけ使用する場合は " 終了 " を、この設定値を引き続き使用する場合は " パラ
メータ保存 " を選ぶ。

表示画面の例

フロッピーへの直接書込みを終了する。
EJECT : フロッピーを装置から取り出す。

● CADAM DB 書き込み Micro で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DOS# : DOS ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#FLOPPY# : フロッピーディスクの装置名を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Advance CAD → Micro CADAM  変換パラメータ          (ACADMCADAM_DBWRITE)
Advance CAD → Micro CADAM  線種・線幅変換テーブル  (ACADMCADAM_LINE)
Advance CAD → Micro CADAM  矢印変換テーブル        (ACADMCADAM_ARROW)
Advance CAD → Micro CADAM  シンボル変換テーブル    (ACADMCADAM_SYMBOL)
Advance CAD → Micro CADAM  モデル名変換テーブル    (ACADMCADAM_MODEL)
Advance CAD → Micro CADAM  属性変換テーブル        (ACADMCADAM_SPEC)
Advance CAD → Micro CADAM  外字変換テーブル        (SHIFTJIS_EXTEND)

がある。テーブルの詳細については Appendix D 参照のこと。
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2.2  コマンド  
2.2.3.2 CADAM DB 読込み MC-W

● Advance CAD の図面データを MC-W の図面データファイルに変換する

現モデル CUR_MDL
モデル名指定 SPC_MDL
  全モデル ALL
  整理 SPC_MDLCMP
ページ番号 PAGE
現ピクチャ CURPIC
ピクチャ番号 OUTPIC
ＵＳＥＡＣＴ USEACT
変換 ＰＡＲＭ CADAMPARAM
図面ファイル
DOS ファイル DOSFILE
  新規 NEW
  追加 ADD
フロッピー FLOPPY
MC-W MC_X
区画名 PARTNAME
グループ名 GRPNAME
ユーザ名 USRNAME
図面名 DWGNAME
終了 EJECT

【構文】

※ mediaword は出力形態を参照。

※ mdlword は変換モデルデータの選択を参照。

変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 出力方法のファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

出力方法のファイル形態をつぎのいずれかで指示する。
DOSFILE : 変換結果を DOS ファイルの形態で出力する。
FLOPPY : 変換結果をフロッピーに出力する。
MC_X : 変換結果を MC-W のデータベースの形態で出力する。

DOS ファイル作成方法をつぎのいずれかで指示する。

NEW : DOS ファイルを新規に作成する。
ADD : 既存の DOS ファイルに追加する。

DOS ファイルの名称を指示する。

file : DOS ファイルの名称を入力する。

CADAMDB/WRITEX  mediaword  mdlword  [ CADAMPARAM ]  <CE>  EJECT

DWGNAME draw

DOSFILE file
NEW

ADD

[GRPNAME group] [USRNAME user]

FLOPPY

MC_X [PARTNAME part]
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フロッピーや MC-W のデータベースの形態で図面データを入力するときに名称を指示する。

PARTNAME part : MC-W のドライブ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているドラ
イブ名を使用する。

GRPNAME group : グループ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているグループ名を
使用する。

USRNAME user : ユーザ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているユーザ名を使用
する。

図面名の名称を指示する。
DWGNAME draw : 図面名を入力する。

変換する図面データのモデルをつぎのいずれかで指示する。
mdlword : 変換するモデルデータを選択する。

 【mdlword 部分の構文】

変換するモデルデータを選択する。
CUR_MDL : 現在作業中のモデルの図面データを変換する。(省略時 )
SPC_MDL name : 指定したモデル名の図面データを変換する。 

複数のモデル名を指定できる。現在作業中のモデルの図面データは壊れるので注意
すること。ワイルドカードが使用できる。 
指定したモデル名に該当するモデル名および図面名の一覧が画面に表示される。 
表示されたモデルの中から変換するモデル名をピックする。

変換する図面を指示する。
ALL : 指定したモデル全部を変換対象にする。 

この指定を使用する場合は、モデル名→図面名変換テーブルが必要になる。

d : 変換するモデル名をピックする。変換対象となるモデル名は BOX で囲まれる。BOX
で囲われたモデル名をピックすると変換の取り消しになる。モデル名をピックした
直後に図面名を入力すると図面名の設定、または変更が行える。

出力ピクチャをつぎのいずれかで指示する。省略すると図面ページ１に配置されているピクチャの
データを出力する。

PAGE s : 指定した図面配置のページ番号に配置されたピクチャの図面データを変換する。図
面枠も変換できる。

CURPIC : 現在作業中のピクチャの図面データを変換する。
OUTPIC s : 指定したピクチャの図面データを変換する。 

0 を指定すると全ピクチャの図面データを変換する。
USEACT : アクティブリストに登録した図面データを変換する。

変換するときのパラメータを設定する。
CADAMPARAM : 図面ファイルに書込むときのパラメータを設定、または変更する。 

画面に表示される項目からいずれかを選ぶ。選択されたものは BOX で囲まれる。１
度だけ使用する場合は " 終了 " を、この設定値を引き続き使用する場合は " パラ
メータ保存 " を選ぶ。

CUR_MDL

SPC_MDL name [SPC_MDLCMP

ALL

d

PAGE   s

CURPIC

OUTPIC s

USEACT
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2.2  コマンド  
表示画面の例

フロッピーへの直接書込みを終了する。
EJECT : フロッピーを装置から取り出す。

● CADAM DB 書き込み MC-W で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DOS# : DOS ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#FLOPPY# : フロッピーディスクの装置名を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Advance CAD → Micro CADAM  変換パラメータ          (ACADMCADAM_DBWRITE)
Advance CAD → Micro CADAM  線種・線幅変換テーブル  (ACADMCADAM_LINE)
Advance CAD → Micro CADAM  矢印変換テーブル        (ACADMCADAM_ARROW)
Advance CAD → Micro CADAM  シンボル変換テーブル    (ACADMCADAM_SYMBOL)
Advance CAD → Micro CADAM  モデル名変換テーブル    (ACADMCADAM_MODEL)
Advance CAD → Micro CADAM  属性変換テーブル        (ACADMCADAM_SPEC)
Advance CAD → Micro CADAM  外字変換テーブル        (SHIFTJIS_EXTEND)

がある。テーブルの詳細については Appendix D 参照のこと。

2.2.3.3 CADAM DB 書き込み Regular_l

● Advance CAD の図面データを Regular CADAM( ホスト計算機が IBM) の NURESTOR  
イメージファイルに変換する
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現モデル CUR_MDL
モデル名指定 SPC_MDL
  全モデル ALL
  整理 SPC_MDLCMP
ページ番号 PAGE
現ピクチャ CURPIC
ピクチャ番号 OUTPIC
ＵＳＥＡＣＴ USEACT
変換 ＰＡＲＭ CADAMPARAM
図面ファイル
ファイル名 DBFILE
  新規 NEW
  追加 ADD
グループ名 GRPNAME
ユーザ名 USRNAME
図面名 DWGNAME

【構文】

※ mediaword は出力形態を参照。

※ mdlword は変換モデルデータの選択を参照。

変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 出力ファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

出力ファイルを指定する。(NURESTOR イメージファイル )
DBFILE : 出力ファイル名を指示する。

出力ファイル作成方法をつぎのいずれかで指示する。
NEW : 出力ファイルを新規に作成する。
ADD : 既存の出力ファイルに追加する。

出力ファイルの名称を指示する。
file : 出力ファイルの名称を入力する。

出力ファイルに図面データを入力するときに名称を指示する。
GRPNAME group : グループ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているグループ名を

使用する。
USRNAME user : ユーザ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているユーザ名を使用

する。

図面名の名称を指示する。
DWGNAME draw : 図面名を入力する。

変換する図面データのモデルをつぎのいずれかで指示する。
mdlword : 変換するモデルデータを選択する。

CADAMDB/WRITEI  mediaword  mdlword  [ CADAMPARAM ]  <CE>

NEW

ADD
DBFILE file  [GRPNAME group]  [USRNAME user]  DWGNAME draw
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2.2  コマンド  
【mdlword 部分の構文】

変換するモデルデータを選択する。
CUR_MDL : 現在作業中のモデルの図面データを変換する。(省略時 )
SPC_MDL name : 指定したモデル名の図面データを変換する。 

複数のモデル名を指定できる。現在作業中のモデルの図面データは壊れるので注意
すること。 
ワイルドカードが使用できる。指定したモデル名に該当するモデル名および図面名
の一覧が画面に表示される。 
表示されたモデルの中から変換するモデル名をピックする。

変換する図面を指示する。
ALL : 指定したモデル全部を変換対象にする。 

この指定を使用する場合は、モデル名→図面名変換テーブルが必要になる。
d : 変換するモデル名をピックする。 

変換対象となるモデル名は BOX で囲まれる。BOX で囲われたモデル名をピックする
と変換の取り消しになる。 
モデル名をピックした直後に図面名を入力すると図面名の設定、または変更が行え
る。

出力ピクチャをつぎのいずれかで指示する。省略すると図面ページ１に配置されているピクチャの
データを出力する。

PAGE s : 指定した図面配置のページ番号に配置されたピクチャの図面データを変換する。図
面枠も変換できる。

CURPIC : 現在作業中のピクチャの図面データを変換する。
OUTPIC s : 指定したピクチャの図面データを変換する。 

0 を指定すると全ピクチャの図面データを変換する。
USEACT : アクティブリストに登録した図面データを変換する。

変換するときのパラメータを設定する。
CADAMPARAM : 図面ファイルに書込むときのパラメータを設定、または変更する。 

画面に表示される項目からいずれかを選ぶ。 
選択されたものは BOX で囲まれる。 
１度だけ使用する場合は " 終了 " を、この設定値を引き続き使用する場合は " パラ
メータ保存 " を選ぶ。

CUR_MDL

SPC_MDL name [SPC_MDLCMP

ALL

d

PAGE   s

CURPIC

OUTPIC s

USEACT
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第 2 章 Advance CAD のコマンド
表示画面の例

● CADAMDB 書き込み Regular_l で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DB_R# : 図面データファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Advance CAD → Regular CADAM 変換パラメータ            (ACADRCADAM_DBWRITE)
Advance CAD → Regular CADAM 線種・線幅変換テーブル    (ACADRCADAM_LINE)
Advance CAD → Regular CADAM 矢印変換テーブル          (ACADRCADAM_ARROW)
Advance CAD → Regular CADAM シンボル変換テーブル      (ACADRCADAM_SYMBOL)
Advance CAD → Regular CADAM 図面名変換テーブル        (ACADRCADAM_MODEL)
Advance CAD → Regular CADAM 属性変換テーブル          (ACADRCADAM_SPEC)
Advance CAD → Regular CADAM 1 バイトコード変換テーブル (ACADRCADAM_CODE)
Advance CAD → Regular CADAM 2 バイトコード変換テーブル (IBM_KANJI)
Advance CAD → Regular CADAM 外字変換テーブル          (IBM_KANJI_EXTEND)

がある。テーブルの詳細については Appendix D 参照のこと。

2.2.3.4 CADAM DB 書き込み Regular_F

● Advance CAD の図面データを Regular CADAM( ホスト計算機が FACOM) の NURE-  
STOR イメージファイルに変換する

現モデル CUR_MDL
モデル名指定 SPC_MDL
  全モデル ALL
  整理 SPC_MDLCMP
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ページ番号 PAGE
現ピクチャ CURPIC
ピクチャ番号 OUTPIC
ＵＳＥＡＣＴ USEACT
変換 ＰＡＲＭ CADAMPARAM
図面ファイル
ファイル名 DBFILE
  新規 NEW
  追加 ADD
グループ名 GRPNAME
ユーザ名 USRNAME
図面名 DWGNAME

【構文】

※ mediaword は出力形態を参照。

※ mdlword は変換モデルデータの選択を参照。

変換結果の出力形態をつぎのいずれかで指示する。
mediaword : 出力ファイル形態を選択する。

【mediaword 部分の構文】

出力ファイルを指定する。( NURESTOR イメージファイル )
DBFILE : 出力ファイル名を指示する。

出力ファイル作成方法をつぎのいずれかで指示する。
NEW : 出力ファイルを新規に作成する。
ADD : 既存の出力ファイルに追加する。

出力ファイルの名称を指示する。
file : 出力ファイルの名称を入力する。

出力ファイルに図面データを入力するときに名称を指示する。
GRPNAME group : グループ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているグループ名を

使用する。
USRNAME user : ユーザ名を入力する。省略時は、変換パラメータで設定されているユーザ名を使用

する。

図面名の名称を指示する。
DWGNAME draw : 図面名を入力する。

変換する図面データのモデルをつぎのいずれかで指示する。
mdlword : 変換するモデルデータを選択する。

CADAMDB/WRITEF mediaword mdlword [ CADAMPARAM ] <CE>

NEW

ADD
DBFILE file [GRPNAME group] [USRNAME user] DWGNAME draw
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【mdlword 部分の構文】

変換するモデルデータを選択する。
CUR_MDL : 現在作業中のモデルの図面データを変換する。(省略時 )
SPC_MDL name : 指定したモデル名の図面データを変換する。 

複数のモデル名を指定できる。現在作業中のモデルの図面データは壊れるので注意
すること。ワイルドカードが使用できる。 
指定したモデル名に該当するモデル名および図面名の一覧が画面に表示される。 
表示されたモデルの中から変換するモデル名をピックする。

変換する図面を指示する。
ALL : 指定したモデル全部を変換対象にする。 

この指定を使用する場合は、モデル名→図面名変換テーブルが必要になる。
d : 変換するモデル名をピックする。 

変換対象となるモデル名は BOX で囲まれる。BOX で囲われたモデル名をピックする
と変換の取り消しになる。 
モデル名をピックした直後に図面名を入力すると図面名の設定、または変更が行え
る。

出力ピクチャをつぎのいずれかで指示する。省略すると図面ページ１に配置されているピクチャの
データを出力する。

PAGE s : 指定した図面配置のページ番号に配置されたピクチャの図面データを変換する。図
面枠も変換できる。

CURPIC : 現在作業中のピクチャの図面データを変換する。
OUTPIC s : 指定したピクチャの図面データを変換する。 

0 を指定すると全ピクチャの図面データを変換する。
USEACT : アクティブリストに登録した図面データを変換する。

変換するときのパラメータを設定する。
CADAMPARAM : 図面ファイルに書込むときのパラメータを設定、または変更する。 

画面に表示される項目からいずれかを選ぶ。 
選択されたものは BOX で囲まれる。 
１度だけ使用する場合は " 終了 " を、この設定値を引き続き使用する場合は " パラ
メータ保存 " を選ぶ。

CUR_MDL

SPC_MDL name [SPC_MDLCMP

ALL

d

PAGE   s

CURPIC

OUTPIC s

USEACT
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2.2  コマンド  
表示画面の例

● CADAM DB 書き込み Regular_F で使用する ACAD.SET ファイルのキーワード

#CADAM:DB_R# : 図面データファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:WORK# : 作業ファイルのディレクトリと拡張子を指定する。
#CADAM:TABLE# : 変換テーブルファイルのディレクトリと拡張子を指定する。

変換テーブルファイルには、 ( ) 内はファイル名

Advance CAD → Regular CADAM 変換パラメータ            (ACADRCADAM_DBWRITE)
Advance CAD → Regular CADAM 線種・線幅変換テーブル    (ACADRCADAM_LINE)
Advance CAD → Regular CADAM 矢印変換テーブル          (ACADRCADAM_ARROW)
Advance CAD → Regular CADAM シンボル変換テーブル      (ACADRCADAM_SYMBOL)
Advance CAD → Regular CADAM 図面名変換テーブル        (ACADRCADAM_MODEL)
Advance CAD → Regular CADAM 属性変換テーブル          (ACADRCADAM_SPEC)
Advance CAD → Regular CADAM 1 バイトコード変換テーブル (ACADRCADAM_CODE)
Advance CAD → Regular CADAM 外字変換テーブル          (EUC_EXTEND)

がある。テーブルの詳細については Appendix D 参照のこと。
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3.1  インストール  
第 3 章  Regular CADAM とのデータ変換

3.1 インストール

Regular CADAM にデータ変換プログラムをインストールします。

Regular CADAM『DB 読込み』のみ使用の場合は，必要ありません。

(1) 準備

以下のものが揃っているか確認してください。
• FORTRAN コンパイラ

• インストール用 1/2 インチオープンリール磁気テープ

ラベル : NL
ファイル番号 : 1
レコード長 :   80 Byte
ブロック長 :  800 Byte
記録密度 : 1600 BPI

インストール用 1/2 インチオープンリール磁気テープには、次のファイルが入って

います。
File No. 1 : Advance CAD → Regular CADAM データ変換ソースプログラム 

( 以降 DBCOPY と記述します )。

プログラムはバッチジョブとして実行します。
プログラムへのパラメータはパラメータファイルに記述するか、直接 JCL のデー

タとして記述します。後述の JCL 例をご覧ください。

3.2 Regular CADAM へデータを変換する

Advance CAD で作成した中間ファイルを Regular CADAM(Rel 20.0) の NURESTOR の

イメージに変換するプログラムのインストールと実行方法を説明します。
CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 43



第 3 章 Regular CADAM とのデータ変換
プログラム名は DBCOPY です。

3.3 準備

3.3.1 プログラム DBCOPY のコンパイル、リンク

プログラム は、1/2 インチオープンリール磁気テープにつぎの形態ではいっています。

ラベル : NL
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3.4  操作方法  
ファイル番号 : 1
レコード長 :   80 Byte
ブロック長 :  800 Byte
記録密度 : 1600 BPI

3.3.2 コンパイル、リンクの例

//********************************************************************
//*         COMPILE / LINK DBCOPY                                    *
//*             SAMPLE JCL                                           *
//********************************************************************
//COMP  EXEC FORTVCL,REGION=2400K,
//      PARM.LKED='LET,LIST,MAP,XREF,SIZE=(500K,100K)'
//FORT.SYSPRINT DD SYSOUT=*
//FORT.SYSIN    DD DSN=CADAM.ADTOCAD.TESTPGM1,DISP=SHR
//*
//LKED.SYSLIB   DD DSN=SYS1.VFORTLIB,DISP=SHR
//LKED.SYSLMOD  DD DSN=CADAM.ADTOCAD.LM,DISP=SHR
//LKED.SYSPRINT DD SYSOUT=*
//LKED.SYSLIN   DD *
  ENTRY    MAIN
  NAME     DBCOPY(R)
/*
//

3.4 操作方法

3.4.1 使用データセット

FT06F001 : 処理リストファイル    ( 出力 )
FT11F001 : 転送ファイル          ( 入力 )

レコードフォーマット : FB
レコード長 : 80 バイト
ブロック長 : 80 × n バイト

FT12F001 : NURESTOR ファイル      ( 出力 )
レコードフォーマット : V
レコード長 : 800 バイト
ブロック長 : 804 バイト

3.4.2 実行例

//********************************************************************
//*         EXECUTE DBCOPY                                           *
//*            SAMPLE JCL                                            *
//********************************************************************
//DBCOPY  EXEC PGM=DBCOPY,REGION=5120K
//STEPLIB  DD DSN=CADAM.ADTOCAD.LM,DISP=SHR
//         DD DSN=SYS1.VFORTLIB,DISP=SHR
//****************************************
//*<<<< INPUT DB BINARY FILE >>>>*
//****************************************
//FT11F001 DD DSN=CADAM.ADTOCAD.TESTDB,DISP=SHR
//***************************************
//*<<<< OUTPUT NURESTOR IMAGE FILE >>>>*
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第 3 章 Regular CADAM とのデータ変換
//***************************************
//FT12F001 DD DSN=datasetname,DISP=(NEW,PASS),UNIT=SYSDA,
//         DCB=(RECFM=V,LRECL=800,BLKSIZE=804),
//         SPACE=(TRK,(50,50),RLSE)
//*********************
//*<<<< LOG. FILE >>>>*
//*********************
//FT06F001 DD SYSOUT=*
//*
//*
//********************************************************************
//*         EXECUTE NURESTOR                                         *
//*            SAMPLE JCL                                            *
//********************************************************************
//RESTORE  EXEC PGM=NURESTOR,PARM='NOWTOR,NOJFCBMOD'
//STEPLIB  DD DSN=CADAM.R2012.LM,DISP=SHR
//PRINT    DD SYSOUT=*,DCB=(RECFM=FBA,LRECL=121,BLKSIZE=847),
//SYSDUMP  DD SYSOUT=*
//INDEX    DD DSN=CADAM.CAD.INDEX,DISP=SHR
//DRAWFILE DD DSN=CADAM.CAD.DRAW,DISP=SHR
//DRAWINGS DD DSN=datasetname,DISP=(OLD,PASS),UNIT=SYSDA,
//         DCB=(RECFM=V,LRECL=800,BLKSIZE=804)
//CARDS    DD SYSOUT=*,DCB=BLKSIZE=81
//SYSIN    DD *
  VERIFY TAPE LABEL CADAM
  RESTORE UTRAIN ALL
  END
/*
//
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Appendix A 変換データ一覧表

A.1 CADAM へ変換できるデータ一覧表

Advance CAD CADAM 備考

ピクチャ VIEW ピクチャ 1 をビュー PV に変換

図面配置情報 VIEW のペーパー原点

シンボル 1) 図形要素に展開 1) か 2) のどちらかを指定できる。

2)SYMBOL SPECIAL

サブモデル 1) 図形要素に展開 1) か 2) のどちらかを指定できる

2) ディテールに変換

幾何公差 図形要素に展開

マーク 図形要素に展開 マーク→シンボル変換テーブルで
シンボルに変換可能。

ジェネラルテキスト NOTE 英数字と漢字が混在する場合は、

SYMBOL ARROW + NOTE 漢字に変換する。

SYMBOL BALOON + NOTE

点 POINT

直線 LINE

円 CIRCLE

円弧 ARC

楕円 ELLIPSE

３次曲線 SPLINE

寸法線 (Linear) DIMENSION HORIZONTAL

(Linear) VERTICAL

(Linear) PARALLEL

(Linear) NORMAL

(Radius) RADIUS

(Diameter) DIAMETER

(Angle) ANGLE

(Linear) DATUM

ストリング 図形要素に展開

SYMBOL TRIANGLE

SYMBOL RECTANGLE

LINEAR SPLINE
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A.2 CADAM から変換できるデータ一覧

複合アイテム 図形要素に展開

CADAM Advance CAD 備考

VIEW 1) ビュー毎にピクチャ
を分ける

1) か 2) のどちらかを指定できる。

2) 全ビューを１つのピ
クチャにする

DITTO サブモデル

SYMBOL SPECIAL 1) 図形要素に展開 1) か 2) のどちらかを指定できる。

2) シンボル シンボルに変換する場合、シンボ
ルテーブルがシンボルに変換され
ていなければならない。

SYMBOL ARROW ジェネラルテキスト 
( 引出線 )

SYMBOL TRIANGLE ストリング

SYMBOL RECTANGLE ストリング

SYMBOL RIVET マーク

SYMBOL DOT ストリング

SYMBOL BALOON ジェネラルテキスト 
( 風船 )

SYMBOL DELTA ジェネラルテキスト 
( 風船 )

SYMBOL SECTION ARROW 複合アイテムまたは 
シンボル

SYMBOL TEXT LINE 複合アイテム

POINT 点

LINE 直線 BRK は、ストリングに変換する。

CIRCLE 円

ARC 円弧

ELLIPSE 楕円

SPLINE ３次曲線

LINEAR SPLINE ストリング ( 直線 )

OFFSET SPLINE ３次曲線

NOTE ジェネラルテキスト

Advance CAD CADAM 備考
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DIMENSION HORIZONTAL 寸法線 (Linear)

VERTICAL (Linear)

PARALLEL (Linear)

NORMAL (Linear)

RADIUS (Radius)

DIAMETER (Diameter)

ANGLE (Angle)

CURVE (Linear)

DATUM (Linear)

DIMENSION CHMFER 寸法線 ( チャンファ )

PARTS 複合アイテム

PLOT INFORMATION 図面配置情報

CADAM Advance CAD 備考
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A.3 Micro CADAM へ正確に変換できない項目一覧表

( その１ )
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( その２ )
CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 51



 

( その３ )
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( その４ )
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A.4 Regular CADAM へ正確に変換できない項目一覧表

( その１ )
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 ( その２ ) 
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( その３ )
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( その４ )
CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 57



 

A.5 Micro CADAM から 正確に変換できない項目一覧表

( その１ )
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( その２ )
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A.6 Regular CADAM から正確に変換できない項目一覧表

( その１ )
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( その２ )
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Appendix B ビュー・ディテール・シンボルの変換

B.1 CADAM から Advance CAD への変換

B.1.1 ビューの処理

CADAM のビューは、Advance CAD のピクチャに変換されます。

ビューの倍率 , 回転角 , ローテーションマトリクスが、ピクチャの倍率 , 回転角 , ローテーションマ

トリクスに変換されます。

ビュー名は、ピクチャ名に変換されます。
ビュー名 "PV" は、ピクチャ番号 1 に変換され、名前は変換されません。

作図処理されていないドローイングは、図面配置情報が作成されません。

B.1.2 ディテールの処理

ディテールはサブモデルに変換されます。

サブモデルの名前はコマンド『ディテール名』または『サブモデル名』で指定します。
ディット ( 子図参照 ) は、サブモデルに変換されます。
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サブモデルに変換されたディテールは、コマンド『サブモデルの配置』で参照できます。

B.1.3 シンボル処理

シンボルはシンボルに変換されます。シンボルに対してシンボル名 "Sttt-sss" のシンボルを作成しま

す。
"ttt" はテーブル番号、"sss" はシンボル番号です。

シンボルテーブルは、図面データの変換に先立ってあらかじめ変換しておく必要があります。グ
ループ、ユーザ (SYS, SYMBOL) の図面名 SYMTBxxx,xxx を直接変換して下さい。シンボルファイル

が作成されます。
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シンボルに変換されたシンボルは、コマンド『シンボルの配置』で参照できます。
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B.2 Advance CAD から CADAM への変換

B.2.1 ピクチャの処理

Advance CAD のピクチャは、CADAM のビューに変換されます。

ピクチャの倍率 , 回転角 , ローテーションマトリクスが、ビューの倍率 , 回転角 ,    ローテーションマ

トリクスに変換されます。

ピクチャ番号 1 はビュー "PV" に変換されます。

ピクチャ名はビュー名に変換されます。
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B.2.2 シンボルの処理

名前が "Sttt-sss" となっているシンボルはシンボルに変換できます。

その他のシンボルは、図面要素に展開して変換されます。
変換されたシンボルが表示されない場合、シンボルの更新を行ってください。
Micro CADAM では、シンボルの図形要素をドローイングの中に取り込んでいなければ表示されない

ため、変換されたシンボルが表示されないことがあります。
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Appendix C CADAM からの変換テーブルファイル

注 ). 各種テーブルファイルのサンプルは sample/CADAM ディレクトリにあります。テーブルファイル  

内に記述の誤りがあった場合、起動ディレクトリのファイル CADAM_Interface.lis にエラーメッ 

セージが出力されます。

C.1 線種・線幅変換テーブルファイル

CADAM の線種・線幅と Advance CAD の線種・線幅の割り当てを定義します。

● 線種の割り当て (Ver 5.0/6.0 の両方 )

l : CADAM の線種コード ( 表を参照 )
f : Advance CAD の線種番号
w : Advance CAD の線幅番号

CADAM の線種コード L を Advance CAD の線種 f 線幅 w に割り当てます。

 (Ver 6.0 のフォーマットの場合 )

n : CADAM の線種名 ( 表を参照 )
f : Advance CAD の線種番号
w : Advance CAD の線幅番号

CADAM の線種名 n を Advance CAD の線種 f 線幅 w に割り当てます。

● 線幅の割り当て ( １ )   (Ver 5.0 のフォーマットの場合 )

wc : CADAM の線幅コード ( 表を参照 )
w : Advance CAD の線幅番号

CADAM の線幅コード wc を Advance CAD の線幅 w に割り当てます。

線幅コード wc = 0 または割り当てのない線幅コードは LINE-CODE で割り当てられた線幅に変換

します。

(Ver 6.0 のフォーマットの場合 )

p : CADAM のペン名 ( 表を参照 )
w : Advance CAD の線幅番号

CADAM のペン名 p を Advance CAD の線幅 w に割り当てます。

ペン名 p = NP または割り当てのないペン名は LINE-NAME で割り当てられた線幅に変換します。

LINE-CODE    l = f , w

LINE-NAME    n = f , w

WIDTH-CODE    wc = w

PEN-NAME      p = w
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● 線幅の割り当て ( ２ )

ws : CADAM の線幅
we : CADAM の線幅
w : Advance CAD の線幅番号

CADAM の線幅 ws ＜ 線幅 ≦ we を Advance CAD の線幅 w に割り当てます。

データが線幅を持っている場合は、線幅コードは無視します。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、
Micro CADAM の場合は MCADAMACAD_LINE
Regular CADAM の場合は RCADAMACAD_LINE

で固定です。ファイルが存在しない場合は、既定値 ( 表 1 参照 ) が用いられます。

CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル既存値

CADAM Advance CAD

線種
コード

線種名
線幅
コード

ペン名 線幅
線種
コード

線幅
コード

0 1 2 実践 ( 中 )

1 1 1 実践 ( 細 )

2 1 3 実践 ( 太 )

3 2 2 破線 ( 中 )

4 2 1 破線 ( 細 )

5 3 1 一点鎖線 ( 細 )

6 4 1 二点鎖線 ( 細 )

7 1 1 ＮＣ(中 )

8 1 1 ＢＲＫ(中 )

10 2 2 破線 ( 中 )

11 2 1 破線 ( 細 )

21 3 1 一点鎖線 ( 細 )

31 4 1 二点鎖線 ( 細 )

100 1 1 ＮＣ(中 )

101 DSH1 1 1 破線 1

102 DSH2 2 1 破線 2

103 DSH3 2 1 破線 3

104 DSH4 2 1 破線 4

105 DSH5 2 1 破線 5

WIDTH    ws , we = w
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106 DSH6 2 1 破線 6

107 PL1 4 1 二点鎖線 1

108 PL2 4 1 二点鎖線 2

109 PL3 4 1 二点鎖線 3

110 CL1 3 1 一点鎖線 1

111 CL2 3 1 一点鎖線 2

112 CL3 3 1 一点鎖線 3

113 CL4 3 1 一点鎖線 4

114 CL5 3 1 一点鎖線 5

115 SBK1 1 1 セットバック 1

116 SBK2 1 1 セットバック 2

117 MTCH 1 1 マッチ

118 STCH 1 1 ステッチ

1 4X 1

2 3X 1

3 00 1

4 0 1

5 1 2

6 2

7 3

8 3

9 4

10 4

11 4

12 4

0.0 ＜ w ≦ 0.3 1

0.3 ＜ w ≦ 0.6 2

0.6 ＜ w ≦ 0.9 3

0.9 ＜ w ≦ 999.0 4

CADAM → Advance CAD 線種・線幅変換テーブル既存値

CADAM Advance CAD

線種
コード

線種名
線幅
コード

ペン名 線幅
線種
コード

線幅
コード
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C.2 寸法線矢印変換テーブルファイル

● 寸法線矢印コードの割り当て

code : Micro CADAM の寸法線矢印コード
mark : Advance CAD の寸法線矢印マーク番号

Micro CADAM の寸法線矢印コード code を Advance CAD の寸法線矢印マーク番号 mark に割り当

てます。

注 ). 寸法線の変換で次の値は、『定数登録』(RVP) の『製図』(RVP/DRF) で設定してください。

『寸法線のスタブ長さ』(DIM/STUB)
『寸法補助線のギャップ』(DIM/GAP)
『寸法補助線のオーバーシュート』(DIM/OVER)

設定後、『定数保存』(CONS/WRITE) を実行してください。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は 
Micro CADAM の場合 MCADAMACAD_ARROW
Regular CADAM の場合 RCADAMACAD_ARROW

で固定です。ファイルが存在しないときは、既定値 ( 表 2 参照 ) が用いられます。

寸法線矢印変換テーブル既存値

Micro CADAM Advance CAD

寸法線矢印コード 寸法線矢印マーク番号

 0 ( 無し ) 251

 1 (Arrow In) 1

 2 (Arrow Out) 1

 3 (Dot) 4

 9 (45°Arrow In) 256

10 (45°Arrow Out) 256

11 (60°Arrow In) 257

12 (60°Arrow Out) 257

13 (Slash +) 255

14 (Dot+) 253

15 (Slash) 254

17 (ANSI In) 259

18 (ANSI Out) 259

ARROW-TYPE   code , mark
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● Micro CADAM → Advance CAD 寸法線矢印変換テーブルファイルの例

● Regular CADAM → Advance CAD 寸法線矢印変換テーブルファイルの例

31 (10°Arrow In) 258

32 (10°Arrow Out) 258

寸法線矢印変換テーブル既存値

Micro CADAM Advance CAD

寸法線矢印コード 寸法線矢印マーク番号

/  File Name : MCADAMACAD_ARROW.COD
/
/
/ Micro CADAM to Advance CAD Arrow Conversion Table
/
/ Format : ARROW-TYPE  arrow_code = mark_number
/
ARROW-TYPE   0 =  0
ARROW-TYPE   1 =  1
ARROW-TYPE   2 =  1
ARROW-TYPE   3 =  4
ARROW-TYPE   9 =  1
ARROW-TYPE  10 =  1
ARROW-TYPE  11 =  1
ARROW-TYPE  12 =  1
ARROW-TYPE  13 =  4
ARROW-TYPE  14 =  4
ARROW-TYPE  31 =  1
ARROW-TYPE  32 =  1
/

/  File Name : RCADAMACAD_ARROW.COD
/
/
/ Regular CADAM to Advance CAD Arrow Conversion Table
/
/ Format : ARROW-TYPE  arrow_code = mark_number
/
ARROW-TYPE   0 =  0
ARROW-TYPE   1 =  1
ARROW-TYPE   2 =  1
ARROW-TYPE   3 =  4
ARROW-TYPE   9 =  1
ARROW-TYPE  10 =  1
ARROW-TYPE  11 =  1
ARROW-TYPE  12 =  1
ARROW-TYPE  13 =  4
ARROW-TYPE  14 =  4
ARROW-TYPE  31 =  1
ARROW-TYPE  32 =  1
/
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C.3 シンボル変換テーブルファイル

● シンボルの割り当て

t : CADAM シンボルのシンボルテーブル番号
s : CADAM シンボルのシンボル番号
mark : Advance CAD のマーク番号
scale : 変換倍率 ( 省略した場合は 1.0)
x_off : 原点のオフセット値Ｘ ( 省略した場合は 0.0)
y_off :      〃            Ｙ (    〃         0.0)

CADAM のユーザ定義シンボルのシンボルテーブル番号 t でシンボル番号 s のシンボルを Advance 
CAD のマーク番号 mark に割り当てます。

シンボルとマークの大きさが異なる場合、scale で大きさが同じになるように調整する。また、原点

の位置が異なる場合は、x_off,y_off で原点位置を調整する。

例 )

シンボルの原点が図形の中心にあってマークの原点が図形の左下の場合、中心から見て左下の位
置をオフセット値として指定する。 ( 倍率が 1.0 の状態 )

  
● 風船の割り当て

mark : Advance CAD のマーク番号
h : Advance CAD の文字高さ ( 風船の文字 )
flag : ビューの倍率のスイッチ

= 0 : ビューの倍率を掛ける
= 1 : ビューの倍率を掛けない ( 既定値 )

SYMBOL  t , s = mark [ , [scale] , x_off , y_off ]

BALOON  mark , h [,flag]
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CADAM の風船を Advance CAD のマーク番号 mark, 文字高さ h に割り当てます。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は MCADAMACAD_SYMBOL
Regular CADAM の場合は RCADAMACAD_SYMBOL

で固定です。ファイルが存在しない場合はシンボルからマークへの変換は行われません。

C.4 図面名変換テーブルファイル

複数図面の一括読込みを行う場合にこのテーブルファイルを用います。

● 図面名の変換

format : 変換後のモデル名
小文字の a ～ t : 図面名の 1 ～ 20 文字目をモデル名に用います。 

モデル名として使用できない文字は "_" に置換えます。(空白 ! " ' 
( ) * . / < > ` { | } ~ ? # ; & カタカナ ) 
注）カタカナについては SWITCH の項を参照。

# : 順序番号をモデル名に用います。 
順序番号は図面名が現れた順番に 1 から付けます。 
3 桁の番号を付ける場合は，### と指定します。

その他の文字 : そのままモデル名に用います。

  例 )

● １バイトカタカナの変換

DRAWING-MODEL   format

SWITCH      flag 
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flag : １バイトカタカナの変換スイッチ
= ON : １バイトカタカナを２バイトカタカナに変換する。 

バ , パ等は、バ , パに変換します。
= OFF : １バイトカタカナは "-" に変換する。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は MCADAMACAD_MODEL
Regular CADAM の場合は RCADAMACAD_MODEL

で固定です。ファイルが存在しない場合は図面名からモデル名への変換は行われません。
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C.5 変換パラメータファイル

● クラスの割り当て

element : CADAM の要素名
class : Advance CAD のクラス番号

CADAM の要素 element を Advance CAD のクラス class に割り当てます。

ファイルが存在しないまたは定義がない場合はすべてクラス 100 に割り当てられます。クラス番

号が 0 のときその要素の変換はしません。

たとえば、POINT 0 とすると点要素の変換を止めることができます。

注 ). 色コードのクラスへの割り当てがされている場合、この要素のクラス割り当ては無効になります。

● 色コード割り当ての種類

COLOR_CLASS : 色コードをクラスに割り当てる ( 既定値 )
COLOR_REVISION : 色コードをレビジョンに割り当てる

● 色コードの割り当て

color : CADAM の色コード (0 ～ 120)
no : Advance CAD のクラス番号 (1 ～ 255) 

またはレビジョン番号 (1 ～ 127)

CADAM の色コード color を Advance CAD のクラス no またはレビジョン no に割り当てます。

ファイルが存在しないまたは定義がない場合はすべてクラス 100 に割り当てられます。

● ビュー名の変換

flag : ビュー名の変換スイッチ
= 0 : ビュー名をピクチャ名に変換しない。
= 1 : ビュー名をピクチャ名に変換する。( 既定値 )

● 文字高さへの倍率

scale : 文字高さに掛ける倍率 ( 既定値 = 1.0) 
全ての文字データの文字高さに対して scale 値を掛けて変換する。

element    class

COLOR_CLASS

COLOR_REVISION

COLOR  color = no

PICTURE_NAME      flag

TEXT_SCALE      scale
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● 文字幅の変換

w_s : 文字高さの始まり
w_e : 文字高さの終り
w : 線幅番号 (1 ～ 7) 

w_s ≦ 文字高さ ≦ w_e の文字の線幅を Advance CAD の線幅 w に割り当てます。

● ディテールを交換したサブモデルを保存する／保存しないの指示

flag : 保存する／保存しないのスイッチ
= 0 : 保存しない。
= 1 : 保存する。( 既定値 )

● ディテールを配置するときに注記データに倍率を掛ける／掛けないの指示

flag : 倍率を掛ける／掛けないのスイッチ
= 0 : 倍率を掛けない。( 既定値 )
= 1 : 倍率を掛ける。

● ディテールを配置するときに寸法線の文字データに倍率を掛ける／掛けないの指示

flag : 倍率を掛ける／掛けないのスイッチ
= 0 : 倍率を掛けない。( 既定値 )
= 1 : 倍率を掛ける。

● ２バイト文字→１バイト文字変換の指示

flag : ２バイト文字→１バイト文字変換のスイッチ
= 0 : ２バイト文字→１バイト文字変換を行わない。(既定値 )
= 1 : ２バイト文字→１バイト文字変換を行う。

● １バイト文字→２バイト文字変換の指示
１バイト文字と２バイト文字が混在する場合の処理

flag : １バイト文字→２バイト文字変換のスイッチ
= 0 : １バイト文字→２バイト文字変換を行わない。
= 1 : １バイト文字→２バイト文字変換を行う。 

( 既定値 )

● n 行の注記の変換指示

TEXT_WIDTH    w_s , w_e = w

DITTO_SAVE   flag

DITTO_TEXT   flag

DITTO_DIMENSION    flag

2TO1         flag

1TO2         flag

NTO1         flag
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flag : n 行の注記の変換のスイッチ
= 0 : n 行のまま変換。
= 1 : 1 行ごとに分解して変換。(既定値 )

● 文字高さの調節指示
縦長の文字列を変換すると文字列の長さが元の文字列の長さより長くなる。
文字列の長さが長くならないように文字高さを調節する。
指定がない場合、既定値は 12。

space : 文字高さの調節
= 0 : 文字高さの調節を行わない。
= n : 文字高さの調節を行う。n は水平文字間隔。 

(1 ～ 63) 
n の値は１バイト文字の場合の最小文字間隔になる。 
( 文字と文字が詰まり過ぎないようにする ) 
２バイト文字のみの場合にはこの値を使用しない。

● ディット，シンボルのハッチングピッチの指示
ハッチングのあるディット，シンボルのハッチングピッチの指定。
指定がない場合、ハッチングピッチの既定値は 1.0。

pitch : ハッチングの間隔を実数値で指定。

● ディット，シンボルのハッチングアイテムの作成方法
ハッチングのあるディット，シンボルのハッチングアイテムの作成方法を指定。

flag : ディット，シンボルのハッチングアイテムの作成方法の指示
= 0 : ハッチングアイテムをサブモデルまたはシンボル内に作成。(既定値 )
= 1 : ハッチングアイテムをサブモデルまたはシンボルとは別アイテムにす

る。

● BRK ラインのピッチの指定

p : ピッチ
h : 高さ
w : 幅

既定値は p = 16.0, h = 1.0, w = 0.5 。

TEXT_HEIGHT     space

HATC_PITCH    pitch

 HATC_ITEM    flag

BRKLINE    p, h, w
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● オーバーレイ図面の子図面の変換指示

flag : 子図面の変換方法の指示
= 0 : メンバーアイテムに変換 ( 既定値 )
= 1 : サブモデルに変換
= 2 : 図形要素に展開して変換

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は MCADAMACAD_PARAM
Regular CADAM の場合は RCADAMACAD_PARAM

で固定です。ファイルが存在しない場合、NCLINE, NOSHOW 以外は 100 に割り当てます。

NCLINE, NOSHOW は 0 に割り当てます。

注 ). NOSHOW 要素を変換する場合は、クラスを他の要素で使用していない番号に指定し、色割り当 

てをレビジョンにしてください。

要素名   説 明

ARC 円弧

ARROW 矢印

BALOON 風船

CIRCLE 円

DIMENSION 寸法線

DITTO 子図参照

DOT 丸

ELLIPSE 楕円

LINE 直線

LINEAR_SPLINE 折れ線

OFFSET_SPLINE オフセットスプライン

POINT 点

RECTANGLE 矩形

RIVET 十字印

SECTION_ARROW 矢視

SPLINE スプライン

SYMBOL ユーザ定義シンボル

TEXT 注記

TRAIANGLE 三角

NCLINE NC ライン

NOSHOW 非表示要素

OVERLAY    flag
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C.6 コード変換テーブルファイル

● コード変換

• 構成

変換テーブルは，
注釈行 : １カラム目が "/"
コード定義行 : １カラム目が "/" 以外

で構成されます。

• コード定義行

１コード定義行は、現れた順番に上位４ビットが 0,1,2.........F でカラム 9-12,13-16,...,69-72 が下位

４ビットの 0,1,2,.......,F のコード定義になります。

１行目の 9-12 カラムはコード 00(hex) の変換後の文字を定義します。

２行目の 9-12 カラムはコード 10(hex) の変換後の文字を定義します。

：

注 ). 16 行に満たない場合、テーブルは無効になります。 

16 行を越えた場合、越えた行は無視します。

• コード定義

変換コードは、４桁の１６進数 (0000 ～ FFFF) で定義します。

注 ). 空白は、0 とみなします。("  01" は "0001" と同意です )

(1) １バイト文字への変換
1. 00xx : 変換コードを xx で指定します。 

xx は中間 ASCII コード ( 表 4 参照 )

注） 文字列に漢字 , カタカナがある場合、xx はそれに対応する漢字コードに変換されま

す。
2. 00xx : 変換コードを xx で指定します。 

xx は中間 ASCII コード ( 表 4 参照 )

注） 漢字コードへの変換は行いません。

(2) ２バイト文字への変換
1. x1x2 : 漢字コードを x1x2 で指定します。

注） コード x1 には、区コード + 160 
x2 には、点コード + 160 を指定します。

例． "愛 "に変換する場合コード x1x2 は，"B0A6" です。 
" 愛 "の区点コードは、16 の 06 です。

2. x1x2 : 漢字コードを x1x2 で指定します。 
x1x2 は中間 ASCII コード ( 表 4 参照 )

注） トレランス等の制御文字への変換に用います。

【補足説明】

コード変換処理の流れ

(1) コード変換テーブルファイルの読込み 
ファイルが存在しない場合は、既定のコード変換テーブルを使用。
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(2) Regular CADAM のコードをテーブルにしたがって変換 ( 表 3) → ( 表 4)

(3) トレランス文字・改行・テキスト枠・下線・上線等の処理 ( 表 5) 
ここで検出された文字コードは、取り除かれます。

(4) Advance CAD のテキストコードに変換 ( 表 4) → ( 表 6)

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、RCADAMACAD_CODE で固定です。

ファイルが存在しない場合は、既定値 ( 表 3 参照 ) を用います。
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表３  Regular CADAM → Advance CAD コード変換テーブル  ( 標準 )
上段：表示文字　　下段：変換コード
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表 4  中間 ASCII コード変換テーブル  ( 固定 )
上段：表示文字　　下段：変換コード
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表 5  トレランス文字
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表 6 Advance CAD フォントテーブル 01 ( 標準 )

C.7 Micro CADAM から 外字コード変換テーブルファイル

Micro CADAM でユーザが登録した２バイト文字のコード変換テーブルです。

Advance CAD の漢字フォントに該当する文字がない場合は、あらかじめ漢字フォントを登録してく

ださい。

● 注釈行

１文字目が "/" で始まる行は、注釈行になる。

● コード登録行

IIII : シフト JIS の２バイト文字コード ( １６進 )  
8140-81FC から AF40-AFFC まで

AAAA : Advance CAD の２バイト文字コード ( １６進 )  
2121-217E から 7E21-7E7E まで

comment : 注釈

 / comment

IIII  AAAA  comment
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注 ). 各項目と項目ののあいだは１つ以上の空白文字または、タブで区切る。

例． シフト JIS の拡張文字コード 8040 を Advance CAD の２バイト文字 " あ " に割り当てる場合

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、SHIFTJIS_EXTEND で固定です。

【補足】
漢字フォントを登録の際は、本章の「表７ Advance CAD と Micro CADAM との漢字コード変換表」

を参照してください。

C.8 Regular CADAM(IBM) からの外字コード変換テーブルファイル

Regular CADAM でユーザが登録した２バイト文字のコード変換テーブルです。

Advance CAD の漢字フォントに該当する文字がない場合は、あらかじめ漢字フォントを登録してくださ

い。

このテーブルファイルで登録された２バイト文字は、 IBM_KANJI.COD で登録されたものより優先しま

す。

● 注釈行

１文字目が "/" で始まる行は、注釈行になる。

● コード登録行

IIII : IBM の２バイト文字コード ( １６進 )  
4000-40ff から 6F00-6FFF 以外のコード

AAAA : Advance CAD の２バイト文字コード ( １６進 )  
2121-217E から 7E21-7E7E まで

comment : 注釈

注 ). 各項目と項目ののあいだは１つ以上の空白文字または、タブで区切る。

例． IBM の２バイト文字 " あ " を Advance CAD の２バイト文字 " あ " に割り当てる場合

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、IBM_KANJI_EXTEND で固定です。

【補足】
漢字フォントを登録の際は、本章の「表８ Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変

換表」を参照してください。

8040  2422  あ

 / comment

IIII  AAAA  comment

4481  2422  あ
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C.9 Regular CADAM(FACOM) からの外字コード変換テーブルファイル

Regular CADAM でユーザが登録した２バイト文字のコード変換テーブルです。

Advance CAD の漢字フォントに該当する文字がない場合は、あらかじめ漢字フォントを登録してくださ

い。

● 注釈行

１文字目が "/" で始まる行は、注釈行になる。

● コード登録行

IIII : EUC の２バイト文字コード ( １６進 )  
A1A1-A1FE から FEA1-FEFE 以外のコード

AAAA : JIS の２バイト文字コード ( １６進 )  
2121-217E から 7E21-7E7E まで

comment : 注釈

注 ). 各項目と項目ののあいだは１つ以上の空白文字または、タブで区切る。

例． EUC の拡張文字コード A0A1 を Advance CAD の２バイト文字 " あ " に割り当てる場合

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、EUC_EXTEND で固定です。

【補足】
漢字フォントを登録の際は、本章の「表９ Advance CAD と Regular CADAM(FACOM) との漢字コー

ド変換表」を参照してください。

C.10 Regular CADAM からのトレランス文字変換テーブルファイル

Regular CADAM のトレランス文字コードを定義します。

ここで定義されたコードは、 RCADAMACAD_CODE で登録されたものより優先します。

● 注釈行

１文字目が "/" で始まる行は、注釈行になる。

 / comment

IIII  AAAA  comment

A0A1  2422  あ

 / comment
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● コード登録行

key_word : トレランスの種類
BREAKI : 改行
FULLTOL : １／１文字公差表示
3/4TOL : ３／４文字公差表示
1/2TOL : ３／４文字公差表示
BOX1 : 枠付文字
BOX1_2 : 枠付文字
BOX2 : 枠の区切り
BOXSPACE : 枠付文字
ENDBOX : 枠付文字の終了
UNDERSCORE : 下線付文字
OVERSCORE : 上線付文字
LOZANGE : 菱形で文字を囲う
ANCHOR : アンダー寸法
COMPACTFRACTION : 分数表示

start : トレランスの開始コードを１６進で指定。 
( １バイトまたは２バイト )

end : トレランスの終了コードを１６進で指定。 
 ( １バイトまたは２バイト ) 
コードは、Regular CADAM での内部コードを指定。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、RCADAMACAD_TCODE で固定です。

C.11 CADAM からのピクチャ割り当てテーブルファイル

● ビューをピクチャに割り当て

view : CADAM のビュー名 (1 ～ 2 文字 )
pic : Advance CAD のピクチャ番号 (1 ～ 63)

CADAM のビュー名 view を Advance CAD のピクチャ番号 pic に割り当てます。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は MCADAMACAD_PIC
Regular CADAM の場合は RCADAMACAD_PIC

で固定です。
指定された割り当てが有効になるのは、新規モードで変換した場合のみです。
ファイルが存在しないときは、ビューが現れた順番にピクチャ番号が割り当てられます。

C.12 漢字コード変換表

key_word  start  [, end ]

view  =  pic
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表 7  Advance CAD と Micro CADAM との漢字コード変換表 1/2
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表 7  Advance CAD と Micro CADAM との漢字コード変換表 2/2
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 1/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 2/12
CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 95



 

表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 3/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 4/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 5/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 6/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 7/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 8/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 9/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 10/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 11/12
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表 8   Advance CAD と Regular CADAM(IBM) との漢字コード変換表 12/12
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表 9   Advance CAD と Regular CADAM(FACOM) との漢字コード変換表 1/2
  106 CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20)



CADAM インタフェースユーザーズマニュアル (Advance CAD Version 20) 107



 

表 9   Advance CAD と Regular CADAM(FACOM) との漢字コード変換表 2/2
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Appendix D CADAM への変換テーブルファイル

注 ). 各種テーブルファイルのサンプルは sample/CADAM ディレクトリにあります。 

テ ー ブ ル フ ァ イ ル 内 に 記 述 の 誤 り が あ っ た 場 合、起 動 デ ィ レ ク ト リ の フ ァ イ ル
CADAM_Interface.lis にエラーメッセージが出力されます。

D.1 線種・線幅変換ファイル

Advance CAD の線種・線幅と CADAM の線種・線幅の割り当てを定義します。

● 線種・線幅の割り当て

• 注記アイテム以外の割り当て

f : Advance CAD の線種番号
w : Advance CAD の線幅番号
l : CADAM の線種コード ( 表 15 参照 )
ln : CADAM の線種名 ( 表 16 参照 )
pn : CADAM のペン名 ( 表 16 参照 )
wd : CADAM の線幅 (0.0 ～ 999.0) 

線幅を指定する場合は、ペン名 pn を空白または、NP にしてください。

Advance CAD の線種 f 線幅 w を CADAM の線種コード l, 線種名 ln, ペン名 pn, 線幅 wd に割り当てま

す。

• 注記アイテム以外の割り当て 
このテーブルが設定された場合、LINE-NAME の設定は無効になります。

cls : Advance CAD のクラス番号 
0 を指定するとクラス 1-255 に同じ値を設定します。

l : CADAM の線種コード（表 15 参照 )
ln : CADAM の線種名 (表 16 参照 )
pn : CADAM のペン名 (表 16 参照 )
wd : CADAM の線幅 (0.0 ～ 999.0) 

線幅を指定する場合は、ペン名 pn を空白または、 NP にして下さい。

Advance CAD のクラスを CADAM の線種コード l,  線種名 ln, ペン名 pn, 線幅 wd に割り当てます。

• 注記アイテムの割り当て

 w : Advance CAD の線幅番号
 wd : CADAM の線幅   (0.0 ～ 999.0)

Advance CAD の線幅 w を CADAM の線幅 wd に割り当てます。

LINE-NAME  f , w = l [, ln [, pn [, wd ]]]

CLASS  cls = l [, pn [, wd ]]

LINE-WIDTH  w = wd
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注 ). f = 0 は割り当てのない線種すべてを意味します。 

w = 0 は割り当てのない線幅すべてを意味します。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は ACADMCADAM_LINE
Regular CADAM の場合は ACADRCADAM_LINE

で固定です。ファイルが存在しない場合は、既定値 ( 表 10 参照 ) が用いられます。 

D.2 寸法線矢印変換テーブルファイル

● 寸法線矢印の割り当て

mark : Advance CAD の寸法線矢印マーク番号
angle : Advance CAD の寸法線矢印マークの角度 ( 度 )
code : CADAM の寸法線矢印コード

Advance CAD の寸法線矢印マーク番号 mark で角度 angle を CADAM の寸法線矢印コード code に割り

当てます。割り当てのないマーク番号がデータ内に現れた場合は、寸法線矢印コードの 1 または 2 
に割り当てます。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は ACADMCADAM_ARROW
Regular CADAM の場合は ACADRCADAM_ARROW

 Advance CAD → CADAM 線種・線幅変換テーブル既存値

Advance CAD CADAM

線種
コード

線幅
コード

線種
コード

線幅
コード

線幅

    1        0        1                      

    1        2        0                      

    1        3        2                      

    2        2        4                      

    2        0        3                      

    3        2        5                      

    4        0        6                      

    0        0        1                      

ARROW-TYPE   mark , angle = code
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で固定です。ファイルが存在しないときは、既定値 ( 表 11 参照 ) が用いられます。  

D.3 シンボル変換テーブルファイル

● マークの割り当て

mark : Advance CAD のマーク番号
t : CADAM シンボルのシンボルテーブル番号
s : CADAM シンボルのシンボル番号
scale : 変換倍率 ( 省略した場合は 1.0)
x_off : 原点位置のオフセット値Ｘ ( 省略した場合は 0.0)
y_off : 原点位置のオフセット値Ｙ ( 省略した場合は 0.0)

 Advance CAD のマーク番号 mark を CADAM のユーザ定義シンボルのシンボルテーブル番号 t でシ

ンボル番号 s のシンボルに割り当てます。

 マークとシンボルの大きさが異なる場合、scale で調整します。

 原点位置が異なる場合、x_off, y_off で調整します。

表 11  寸法線矢印変換テーブル既存値

Advance CAD 
   寸法線矢印

CADAM 
  寸法線矢印コード

                    
マーク番号    角度

    0, 251   0 ( 無し )          

    4       3 (Dot)           

  256          0   9 (45゜Arrow In)  

  256        180  10 (45゜Arrow Out) 

  257          0  11 (60゜Arrow In)  

  257        180  12 (60゜Arrow Out) 

  255      13 (Slash+)        

  253      14 (Dot+)          

  254      15 (Slash)         

  259          0  17 (ANSI In)       

  259        180  18 (ANSI Out)      

  258          0  31 (10゜Arrow In)  

  258        180  32 (10゜Arrow Out) 

 その他        0   1 (Arrow In)      

 その他      180   2 (Arrow Out)     

MARK  mark = t , s [, [scale] , x_off , y_off ]
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例 )

マークの原点が図形の中心にありシンボルの原点が図形の左下の場合、中心から見て左下の位置
をオフセット値として指定する。 ( 倍率が 1.0 の状態 )

● 風船の割り当て

mark : Advance CAD のマーク番号
h-min : Advance CAD の文字高さの最小値 ( 風船の文字 )
h-max : Advance CAD の文字高さの最大値 ( 風船の文字 )

Advance CAD のマーク番号 mark, h-min ≦文字高さ≦ h-max の風船を CADAM の風船に割り当てま

す。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は ACADMCADAM_SYMBOL
Regular CADAM の場合は ACADRCADAM_SYMBOL

で固定です。ファイルが存在しない場合はマークからシンボルへの変換は行われません。

D.4 モデル名変換テーブルファイル

複数図面の一括読込みを行う場合にこのテーブルファイルを用います。

● モデル名の変換

format : 変換後の図面名

小文字の a ～ t : モデル名の 1 ～ 20 文字目を図面名に用います。

BALOON  mark , h-min , h-max

MODEL-DRAWING   format
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# : 順序番号を図面名に用います。 
順序番号はモデル名が現れた順番に 1 から付けま
す。 
3 桁の番号を付ける場合は、### と指定します。

その他の文字 : そのまま図面名に用います。

例 )

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は ACADMCADAM_MODEL で固定です。ファイルが存在しない場合はモデル名

から図面名への変換は行われません。

D.5 コード変換テーブルファイル

● コード変換

1. 構成

変換テーブルは、
注釈行 : １カラム目が "/"
コード定義行 : １カラム目が "/" 以外

で構成されます。

1.1. コード定義行

コード定義行は、現われた順番に上位４ビットが 0,1,2.........F でカラム 9-12,13-16,...,69-72 が下

位４ビットの 0,1,2,.......,F のコード定義になります。

１行目の 9-12 カラムはコード 00(hex) の変換後の文字を定義します。

２行目の 9-12 カラムはコード 10(hex) の変換後の文字を定義します。

：
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注 ).  9 行に満たない場合、テーブルは無効になります。 

 9 行を越えた場合、越えた行は無視します。

• コード定義

変換コードは、４桁の１６進数 (0000 ～ FFFF) で定義します。

注 ). 空白は、0 とみなします。 ( "  01" は "0001' と同意です )

00xx : 変換コードを xx で指定します。XX : EBCDIC コード ( 表 14 参照 )
注 ). ２バイト文字 ( 漢字・カタカナ ) は、漢字変換テーブルファイルにより変換します。

【補足説明】

コード変更処理の流れ

(1) コード変換テーブルファイルの読込み 
ファイルが存在しない場合は、既定のコード変換テーブルを使用

(2) Advance CAD のコードをテーブルにしたがって変換 ( 表 13) → ( 表 14)

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は、ACADRCADAM_CODE で固定です。

ファイルが存在しない場合は、既定値 ( 表 13 参照 ) を用います。
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表 13  Advance CAD → Regular CADAM コード変換テーブル ( 標準 )
上段：表示文字　　下段：変換コード

コード 意味

02 1/2 トレランスコード

03 3/4 トレランスコードの２バイト目

04 1/1 トレランスコードの２バイト目

05 改行コード

06 3/4 トレランスコードの１バイト目

07 1/1 トレランスコードの１バイト目

08 3/4, 1/1 トレランスの終了コード
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表 14 Advane CAD → Regular CADAM コード変換テーブル ( 標準 )
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注 ). 破断線は、ストリングに変換する。

D.6 モデル・タイトル／スペックの属性変換テーブルファイル

表 15  CADAM 線種コード                                             表 16 CADAM 線幅コード

 線種

コード
線種名 説 明  () 内は線幅

 線種

コード
線種名 説 明  () 内は線幅

  0       実線       ( 中線 ) 1  4X  (0.18)

  1       実線       ( 細線 ) 2  3X  (0.25)

  2       実線       ( 太線 ) 3  00  (0.3)

  3  10 破線       ( 中線 ) 4  0  (0.35)

  4  11 破線       ( 細線 )     5     1  (0.5)

  5  21 一点鎖線   ( 細線 )     6     2  (0.6)

  6  31 二点鎖線   ( 細線 )     7     2+  (0.7)

  7 100 NC ライン 　( 中線 )     8     3  (0.8)

  8  40 破断線     ( 中線 )     9     3+  (1.0)

101 DSH1 破線１    10    4  (1.2)

102 DSH2 破線２    11    6  (1.4)

103 DSH3 破線３    12    7  (2.0)

104 DSH4 破線４

105 DSH5 破線５

106 DSH6 破線６

107 PL1 二点鎖線１

108 PL2 二点鎖線２

109 PL3 二点鎖線３

110 CL1 一点鎖線１

111 CL2 一点鎖線２

112 CL3 一点鎖線３

113 CL4 一点鎖線４

114 CL5 一点鎖線５

115 SBK1 セットバック１

116 SBK2 セットバック２

117 MTCH マッチ

118 STCH ステッチ
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● モデル・タイトル／スペックの属性への割り当て

attr : 属性番号 (0 ～ 32767)
TITLE : モデル・タイトルを属性に割り当てる
ttl_no : モデル・タイトルの項目番号 (1 ～ 201)
SPEC : スペックを属性に割り当てる
cat_no : スペックのカテゴリ番号     (1 ～ 255)
item_no : スペックのアイテム番号     (1 ～ 255)

Advance CAD のモデル・タイトル項目番号 ttl_no を CADAM の属性番号 attr にスペックのカテゴリ

番号 cat_no, アイテム番号 item_no を CADAM の属性番号 attr に割り当てます。属性として変換でき

るのは、１バイト文字で 1 ～ 72 文字です。２バイト文字 ( 漢字 ) は、変換できません。

注 ). 属性は、(0,0) に点を作成し、その点に割り付けます。

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM の場合は ACADMCADAM_SPEC
Regular CADAM の場合は ACADRCADAM_SPEC

で固定です。ファイルが存在しない場合は、属性への変換は行われません。

D.7  CADAM DB への書き込み変換パラメータファイル

● バージョン (Micro CADAM/MC-W の場合のみ有効）

Ver : Micro CADAM のバージョン
= 2 : バージョン 2.x
= 3 : バージョン 3.x

● 精度の変換指定 (Micro CADAM/MC-W の場合のみ有効 )

flag : 精度のスイッチ
= 1 : 単精度
= 2 : 倍精度

● 区分名 (MC-W の場合のみ有効 )

name : ドライブ名 (1 文字 ) (MC-W)

ATTR  attr = TITLE , ttl_no

ATTR  attr = SPEC  , cat_no , item_no

MCVER       Ver

PRECISION    flag

PARTITION    name
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● グループ名 

name : グループ名 (1 ～ 4 文字 )

● ユーザ名

name : ユーザ名 (1 ～ 6 文字 )

● ラベル名 (Regular CADAM の場合のみ有効 )

name : NURESTOR イメージのラベル名 (1 ～ 20 文字 )

● 図面容量

val : 図面容量

Micro CADAM/MC-W の場合

 10Ｋ ～ 64Ｋ ( バージョン 2.xx)
 10Ｋ ～ 9999Ｋ ( バージョン 3.xx)
Regular CADAM の場合

 10Ｋ ～ 64Ｋ

● シンボルの変換指定

flag : シンボルの変換のスイッチ
= 0 : 図形要素に展開して変換
= 1 : シンボルに変換

● 図面枠の出力指定

flag : 図面枠の出力する／しないのスイッチ
= 0 : 図面枠は出力しない
= 1 : 図面枠を出力する
= 2 : 図面枠は出力しないが表題欄とプロット範囲は出力する

GROUP        name

USER        name

LABEL        name

DATAMAX     val

SYMBOL       flag

ZUMEN_WAKU   flag
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● 色コード変換の種類

COLOR_COLOR : 色コードを色コードに割り当てる ( 既定値 )
COLOR_CLASS : クラスを色コードに割り当てる
COLOR_REVISION : レビジョンを色コードに割り当てる

● 色コードの変換

no : Advance CAD の色コード (0 ～ 15) 
Advance CAD のクラス番号 (0 ～ 255) 
Advance CAD のレビジョン番号 (0 ～ 127)

c2 : CADAM の色コード (0 ～ 11  : Micro CADAM) 
                 (0 ～ 120 : MC-W) 
                 (0 ～ 120 : Regular CADAM)

指定がなければ色コード 0 に変換する。クラス , アイテム , レビジョンのいずれかでカラー割り付け

がされていなければならない。

● 文字高さへの倍率指定

s : 倍率 ( 既定値 : 1.0)

● 文字幅への倍率指定

s : 倍率 ( 既定値 : 1.0)

● ディテール変換の指定

flag : サブモデルをディテールに変換する／しない のスイッチ
= 0 : ディテールに変換しない ( 既定値 )
= 1 : ディテールに変換する
= 4 : 複合アイテムもディテールに変換する（MicroCADAM のみ指定可）

● オーバーレイ変換の指定

flag : メンバーアイテムをオーバーレイ変換する／しない のスイッチ

COLOR_COLOR

COLOR_CLASS

COLOR_REVISION

COLOR       no  =  c2

TEXT_SCALE      s

WIDTH_SCALE     s

SUBMODEL     flag

MEMBER     flag
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= 0 : オーバーレイ変換しない ( 既定値 )
= 1 : オーバーレイ変換する

● 非表示アイテム出力の指定

flag : 非表示アイテムを出力する／しない のスイッチ
= 0 : 出力する ( 既定値 )
= 1 : 出力しない

● BRK ラインのピッチの指定

p : ピッチ
h : 高さ
w : 幅 

既定値は p = 16.0, h = 1.0, w = 0.5

この条件に当てはまるストリングアイテムを BRK ラインに変換します。

● 複数行の注記の変換

flag : 複数行注記の変換スイッチ
= 0 : 複数行のまま変換
= 1 : 1 行ごとに分解して変換 ( 規定値 )

● 寸法交差の文字高さ変換指定

flag : 文字高さの変換方法を指定
= 1/2 : 寸法文字高さの 1/2 にする
= 3/4 : 寸法文字高さの 3/4 にする
= その他 : 文字高さに応じて変換する ( 規定値 )

● ピクチャの変換指定

flag : ピクチャの変換方法を指定
= 0 : 各々のビューにピクチャを変換
= 1 : ピクチャを １つのビューにまとめて変換

ファイルのディレクトリは、ファイル ACAD.SET のキーワード #CADAM:TABLE# で設定してくだ

さい。ファイル名は
Micro CADAM/MC-W の場合は ACADMCADAM_DBWRITE

NOSHOW     flag

BRKLINE     p, h, w

NTO1    flag

TOLERANCE    flag

OUTVIEW    flag
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Regular CADAM の場合は ACADRCADAM_DBWRITE

で固定です。ファイルが存在しない場合は、既定値 ( 表 17 参照 ) を用います。  

変換パラメータの既定値

     Micro CADAM    /MC-W Regular CADAM

バージョン  2.xx  2.xx

精度  単精度  単精度  単精度のみ

区分名  MCX

グループ名  CAD  CA  CAD

ユーザ名  TRAIN  TRAIN           TRAIN

図面容量  ４８Ｋ  ４８ Ｋ          ３２ Ｋ

シンボルの変換   図形要素に展開  図形要素に展開  図形要素に展開 

図面枠の出力  する  する  する

文字高倍率  1.0  1.0  1.0

文字幅倍率  1.0  1.0  1.0

ディテール変換   しない  しない  しない

オーバーレイ変換  しない  しない  しない

非表示アイテム   出力しない  出力しない  出力しない

色コード変換     しない  しない  しない
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